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熱
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翻
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雛
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川ド

　　　　　　コノ
　　　　　　　ー薩

　　　　　　　瓢．　　　　　　蝶

　　　　　　欝　灘i
繍
，
　 講繹　糠驚遡　　　　欝　譲
　　　　　　灘難　　　

縫
、
　
　
　
　

襲

　　　　　　　　　　　　　　　　　き

灘一　　　灘　　　　　　　　　　 ぎ

　　　　　　　
灘
・
灘
垂
蟻
憲 ・　　　轟、叢
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　る秘伝があるま裁轟衝。　轍．　　（蕪懲帯也薩怨撮影う

　　　　　　　　　　　　欄灘
　　　　　　　雛議　　　　　．、皿継，

錨
　
　
　
　

嚢

髄

譲
　
黙

　
　
　

　
　
騨

　
　
撒

　
　
　
灘
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灘i難

凝
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鞭プ講

十
日
町
ス
テ
ー
ジ
ク
ロ
ス
n
ゾ
ー
ン
基
本
構
想

十
日
町
市
に
新
し
い
核
「
産
業
交
流
ゾ
ー
ン
」

甑
灘塗

難

　
　
難
鐘
撚
灘

　
　
　
　
　
　

　
　
鶴
譲
．
鍵

・
灘
湖
鞭

1
叢 ・・藏・

難鱗毒嚢

議韓

鵠
鞭

舞

鍵

　
　
　
懸

　
　
　
　
轟

　
　
　
　
　
織

　
き
　
　
　
　
　
　
　
　

瓢
盟
醐

、

　
ク
ロ
ス
ー
0
（
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
）
周
辺
に
建
設
を
予
定
し

て
い
る
活
性
化
拠
点
施
設
「
十
日
町
ス
テ
ー
ジ
」
の
基
本
構
想
が
ま

と
ま
り
ま
し
た
。
今
後
は
詳
細
に
つ
い
て
の
検
討
を
進
め
て
い
き
ま

す
が
、
概
要
及
び
現
在
の
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

シ
ン
ク
タ
ン
ク
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
計
画
策
定

　
今
年
2
月
に
設
立
さ
れ
た
官
民
協

働
組
織
の
「
十
日
町
ま
ち
づ
く
り
シ

ン
ク
タ
ン
ク
」
で
は
、
最
初
の
取
り

組
み
と
し
て
、
十
日
町
ス
テ
ー
ジ
整

備
の
策
定
作
業
に
着
手
し
、
基
本
構

想
や
施
設
内
容
と
い
っ
た
検
討
を
行

い
ま
し
た
。

　
ク
ロ
ス
ー
0
周
辺
を
「
産
業
交
流
ゾ

ー
ン
」
と
位
置
づ
け
、
下
記
の
ス
テ

ー
ジ
策
定
の
基
本
方
針
を
コ
ン
セ
プ

ト
に
、
主
に
「
雪
と
き
も
の
の
ま
ち
、

十
日
町
」
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
な
か
で

地
場
産
品
を
中
心
と
し
た
「
物
産
」

「
食
」
等
の
展
開
を
充
実
さ
せ
る
計

画
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
策
定
作
業
の
過
程
に
お
い

て
、
旧
十
日
町
シ
ル
ク
連
が
工
業
用

に
利
用
し
て
い
た
井
戸
水
の
水
質
分

析
を
行
っ
た
結
果
、
温
泉
に
適
正
で

あ
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
泉
温

や
湧
出
量
の
状
況
か
ら
、
有
効
活
用

が
可
能
で
あ
る
と
判
断
し
、
相
乗
効

果
を
図
る
べ
く
、
温
泉
施
設
を
組
み

入
れ
た
計
画
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
「
市
（
い
ち
）
」
を
は
じ
め

と
し
た
多
数
の
皆
さ
ん
が
集
ま
り
、

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
で
き
る
空
間
の
提

案
も
し
て
い
ま
す
。

ス
テ
ー
ジ
策
定
の
墓
本
方
針

●
現
タ
日
ス
董
0
の
施
設
と
業
務
を

　
含
め
た
十
日
町
産
業
振
興
の
撚

　
点
ゾ
ー
ン
と
位
置
づ
け
、
全
体

　
の
調
湘
と
効
果
的
な
運
営
を
図

　
る
。

●
通
無
の
集
客
を
確
保
す
る
。

●
地
域
内
外
の
交
流
増
を
図
る
。

●
牽
目
町
地
域
6
蒲
購
粒
の
構
報

　
セ
ン
タ
ー
機
能
を
持
た
慧
る
。

新名所として期待される「雪の回廊」

里
創
プ
ラ
ン
事
業
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
整
備
促
進

　
こ
の
拠
点
施
設
は
十
日
町
地
域
ニ

ュ
ー
に
い
が
た
里
創
プ
ラ
ン
「
越
後

妻
有
ア
ー
ト
ネ
ッ
ク
レ
ス
整
備
構
想
」

の
一
環
と
し
て
、
ク
ロ
ス
ー
0
周
辺
約

3
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
整
備
し
て
い
く
も

の
で
、
十
日
町
地
域
の
広
域
施
設
と

な
り
ま
す
。
総
事
業
費
は
用
地
費
1
2

億
円
を
含
め
、
約
3
0
億
円
。
建
築
延

べ
床
面
積
は
約
5
千
平
方
メ
ー
ト
ル

で
、
「
雪
の
回
廊
」
を
中
心
に
「
柱
廊

（
レ
ス
ト
ラ
ン
、
い
こ
い
の
ス
ペ
ー
ス
）
」

「
温
泉
棟
」
が
あ
り
、
一
部
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
す
る
ク
ロ
ス
ー
0
と
も
渡
り
廊

下
で
つ
な
い
だ
一
体
的
な
利
用
を
考

え
た
建
物
で
す
。

　
基
本
的
に
は
起
債
事
業
（
借
入
金
）

で
行
い
ま
す
。
財
源
は
国
か
ら
の
地

方
交
付
税
措
置
に
加
え
て
、
県
の
補

助
事
業
と
し
て
補
助
金
が
交
付
さ
れ
、

市
の
負
担
は
事
業
費
の
約
3
0
％
に
あ

た
る
9
億
円
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

2



用
地
費
も
こ
れ
ら
制
度
の
対
象
と
な

る
な
ど
、
通
常
の
建
設
事
業
に
比
べ
、

非
常
に
有
利
な
制
度
を
活
用
し
て
い

き
ま
す
。

建
築
空
間
の
設
計
は

　
　
　
原
広
司
氏
に
依
頼

　
シ
ン
ク
タ
ン
ク
に
よ
る
「
産
業
交

流
ゾ
ー
ン
計
画
」
を
受
け
、
市
で
は

「
越
後
妻
有
ア
ー
ト
ネ
ッ
ク
レ
ス
構

想
」
の
中
核
施
設
と
し
て
、
ま
た
「
産

業
交
流
ゾ
ー
ン
」
の
拠
点
と
し
て
、

何
よ
り
も
集
客
力
を
も
た
せ
る
こ
と

が
重
要
な
課
題
で
す
。
建
築
空
間
に

つ
い
て
も
、
十
分
な
配
慮
を
行
い
、

著
名
な
建
築
家
で
あ
る
原
広
司
氏

（
㈱
原
広
司
＋
ア
ト
リ
ェ
・
フ
ァ
ィ
、

建
築
研
究
所
）
に
計
画
を
依
頼
し
ま

し
た
。

　
原
氏
は
こ
れ
ま
で
京
都
駅
を
は
じ

め
、
梅
田
ス
カ
イ
ビ
ル
な
ど
の
建
築

物
を
設
計
し
た
、
日
本
を
代
表
す
る

建
築
家
の
1
人
で
す
。
現
在
、
建
設

中
で
あ
る
2
0
0
2
年
サ
ッ
カ
ー
ワ

ー
ル
ド
カ
ッ
プ
会
場
の
一
つ
「
札
幌

ド
ー
ム
」
の
設
計
も
原
氏
が
手
掛
け

て
い
ま
す
。

　
十
日
町
ス
テ
ー
ジ
の
具
体
的
な
設

計
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
実
施
計
画

の
な
か
で
進
め
て
い
き
ま
す
。

オ
ー
プ
ン
は

　
　
　
　
　
平
成
1
5
年
度

　
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し
て
は
、

運
営
面
で
は
市
、
シ
ン
ク

タ
ン
ク
及
び
関
係
団
体
と

と
も
に
、
運
営
組
織
や
実

施
事
業
内
容
の
策
定
な
ど

を
進
ぬ
ま
す
。

　
整
備
面
で
は
平
成
1
2
年

度
に
実
施
設
計
を
行
い
ま

す
。
1
3
年
・
1
4
年
度
の
2

か
年
で
建
築
工
事
を
行

い
、
第
2
回
大
地
の
芸
術

祭
開
催
に
あ
た
る
平
成
1
5

年
度
に
施
設
の
オ
ー
プ
ン

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
大

き
な
イ
ベ
ン
ト
が
で
き
る

よ
う
な
集
客
力
を
も
っ
た

発
信
性
の
高
い
施
設
と
し

て
、
こ
れ
ま
で
に
見
た
こ

と
の
な
い
「
新
名
所
」
と

な
る
よ
う
期
待
さ
れ
ま
す
。

廊
繊F

擢
　
今
後
、
こ
の
十
日
町
ス
テ
ー
ジ
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て
は
、
適
宜
、
市

報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

養

十日町ステージ全体構想

「渡り廊下」

「クロス10」

コ
一
渡
り
廊
下
一

「雪の同廠1 「杜廠1 「泊阜描1棟

施設の内容
1．雪の回廊

　一辺囎mの韮灘形懸、高塾約15搬の壁醸を持っ艶建物

驚、中庭には池巻設ぽ蒙誘。冬期磁は内翻獲傾斜し驚鱒

る鷹がら落下しだ雲懇融か塗装置と懸η霧塗。象た、夏

期にぽ醗傑の暴遊謬場鯵楼懇も利翔しま誘。

　㈹楽叢楽謹《仮称〉

　　　繧蒲磯灘多麹覆移羅の舞台及び繍ベン繍警におけ

　　葛屋難劇場老移懸測翔纏象塗。

　｛2鑓房《仮称湊

　　　辮國購織物懇ぽ1灘鷲じ艶伝統工叢懸ゼの秤見せ

　　る韮癬羅蕊髭参蜘・体験謙きる工醐とし諜す。

　（3）きもの歴粟館1仮称）

　　　歴史的鞍着鞠や資料の保擦・展添懇癒麟諜す。

　（4騰物の展示・顯涜誘導スペース（仮称）

　（5）雪の歴史館（仮称）

2．柱　　廊

　　　中庭をはさん懸2棟の平屋榛謹し、中庭には氷路

　　を設け態塗。

　（1）レストラン・カフヱ

　　地場産晶を中心としだ「食鍛諏一ナーを設けま誘。

（2〉いこ騨のスペース

棟泉温鋭

市民・来訪講購覇こ鱒、楽しめる特徴おる温漿施設と

します。

4．クロス10

一部璽漆訟一罪ルを行鱒蓑誘。
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国
民
舗
霊
委
員
黙
麩
鐵

　
1
1
月
1
8
日
㈹
、
市
長
室
に
お
い
て
個
人
2
人

と
1
団
体
に
、
六
日
町
社
会
保
険
事
務
所
長
か

ら
表
彰
状
の
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

社
会
保
険
庁
長
官
表
彰佐藤　富さん

（千歳町2・70歳）

本町東1丁目

　　　町内会

　
佐
藤
さ
ん
は
昭
和
4
1
年
度
か
ら
3
3
年
の
長
き

に
わ
た
り
、
保
険
料
の
集
金
や
地
域
の
年
金
相

談
等
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
国
民
年
金
制
度

の
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
の
国
民
年
金
委
員
会
の
会
長
の
ほ

か
、
六
日
町
社
会
保
険
事
務
所
管
内
の
国
民
年

金
委
員
協
議
会
長
及
び
県
の
国
民
年
金
委
員
協

議
会
連
合
会
の
評
議
員
と
し
て
も
活
躍
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
本
町
東
1
丁
目
町
内
会
（
代
表
・
瀧
澤
榮
輔

さ
ん
）
は
、
昭
和
4
1
年
度
か
ら
3
3
年
の
長
き
に

わ
た
り
、
保
険
料
の
集
金
を
中
心
に
活
躍
さ
れ

て
お
り
、
国
民
年
金
制
度
の
発
展
に
寄
与
さ
れ

ま
し
た
。

春
川
さ
ん
に
県
知
事
表
彰

　
春
川
千
昭
さ
ん
（
西
枯
木
又
・
5
7
歳
）
は
、

国
民
年
金
委
員
と
し
て
昭
和
4
5
年
度
か
ら
通
算

19

年
間
の
長
き
に
わ
た
り
、
保
険
料
の
集
金
や

地
域
の
年
金
制
度
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

統
誰
調
査
員
癌
受
賞

通
商
産
業
大
臣
表
彰

小宮山正巳さん

（高田町3西・64歳）

　
n
月
1
9
日
働
、
第
1
8
回
新
潟
県
統
計
大
会
の

席
上
、
構
造
統
計
で
小
宮
山
さ
ん
が
通
商
産
業

大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
4
4
年
か
ら
長
年
に
わ
た
り
、
各
種
統
計

調
査
員
と
し
て
地
域
住
民
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
は
か
り
、
統
計
の
重
要
性
を
説
き
な
が

ら
普
及
発
展
に
努
め
ま
し
た
。
調
査
の
重
要
性

を
認
識
す
る
と
と
も
に
、
調
査
内
容
の
確
実
性

を
保
持
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
誠
実
で
責
任
感
も
強
く
、
地
域
住
民

か
ら
の
信
望
も
厚
く
、
調
査
員
と
し
て
構
造
統

計
に
合
計
4
6
回
従
事
さ
れ
で
い
ま
す
。

県
統
計
協
会
総
裁
表
彰

　
小
林
孫
七
さ
ん
（
城
之
古
！
57
歳
）

　
市
村
久
子
さ
ん
（
本
町
6
－
3
・
4
5
歳
）

　
小
林
さ
ん
は
昭
和
6
0
年
か
ら
統
計
調
査
員
と

し
て
1
4
年
間
、
合
計
2
7
回
の
調
査
に
従
事
さ
れ

ま
し
た
。
各
種
統
計
調
査
を
通
じ
統
計
思
想
の

普
及
に
努
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
市
村
さ
ん
は
平
成
5
年
か
ら
統
計
調
査
員
と

し
て
6
年
間
、
合
計
2
8
回
の
調
査
に
従
事
さ
れ
ま

し
た
。
調
査
の
重
要
性
を
よ
く
認
識
す
る
と
と

も
に
、
市
の
要
請
に
応
え
て
報
告
期
限
の
励
行
、

調
査
内
容
の
確
実
性
を
保
持
さ
れ
て
い
ま
す
。

社
会
教
育
功
労
羅

女
部
犬
臣
表
彰

　
佐
野
さ
ん
は
、
5
0
数
年
の
長
き
に
わ
た
り

地
域
に
お
け
る
社
会
教
育
の
振
興
に
尽
力
さ
れ

た
功
績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
2
5
年
5
月
か
ら
新
潟
県
教
育
委
員
会
の

社
会
教
育
担
当
。
そ
の
後
、
市
教
育
委
員
会
に

移
籍
し
、
青
年
学
級
主
事
と
し
て
公
民
館
活
動

の
要
と
な
っ
て
い
た
「
十
日
町
青
年
学
級
」
の

基
礎
を
築
き
あ
げ
ま
し
た
。

　
担
当
を
離
れ
て
か
ら
は
、
郷
土
史
の
研
究
に

打
ち
込
み
、
4
7
年
6
月
か
ら
市
文
化
財
審
議
委

員
を
現
在
に
至
る
2
7
年
間
努
め
ら
れ
、
文
化
財

の
保
存
と
活
用
、
市
民
意
識
の
高
揚
に
努
力
。

ま
た
、
1
3
年
間
に
わ
た
る
市
史
編
さ
ん
事
業
の

中
核
を
担
い
、
こ
の
完
成
に
大
き
く
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
7
年
か
ら
は
十
日
町
市

文
化
協
会
連
合
会
を
設
立
。
そ
の
会
長
を
務
め
、

芸
術
文
化
活
動
の
発
展
と
火
焔
型
土
器
の
国
宝

指
定
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
1
1
月
2
9
日
㈲
、
東
京
国
立
劇
場
で
社

会
教
育
法
施
行
5
0
周
年
記
念
社
会
教
育
功
労
者

表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
す
。

博
物
館
友
の
会
が

県
教
育
委
員
会
表
彰

　
n
月
9
日
㈹
、
新
潟
市
で
教
育
功
労
者
の
表

彰
式
が
行
わ
れ
、
十
日
町
市
博
物
館
友
の
会
（
南

雲
金
一
代
表
）
が
学
術
文
化
で
新
潟
県
教
育
委

1佐野良吉さん
1　（稲荷町3東・73歳）

員
会
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
博
物
館
友
の
会
は
、
昭
和
54
年
4
月
に
市
民

文
化
の
向
上
と
博
物
館
活
動
に
協
力
す
る
こ
と

を
目
的
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
の
会
員
数

1
、
0
0
8
人
で
人
口
に
対
す
る
比
率
で
は
全

国
屈
指
で
す
。
ま
た
、
活
発
な
友
の
会
活
動
は

全
国
に
注
目
さ
れ
、
多
く
の
視
察
が
訪
れ
ま
す
。

　
2
0
年
の
長
き
に
わ
た
り
、
地
域
の
歴
史
や
文

化
の
保
存
・
活
用
に
努
め
、
学
術
文
化
の
向
上

に
貢
献
さ
れ
た
実
績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

芸
展
羅
連
盟
賞
に
輝
嚢

岩田　武さん
（本町6－1・52歳）

　
1
1
月
1
0
日
㈱
、
第
2
8
回
県
芸
術
美
術
展
（
芸

展
）
の
作
品
審
査
結
果
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

書
道
の
部
で
岩
田
武
さ
ん
（
雅
号
”
香
姻
）
が

大
賞
に
次
ぐ
連
盟
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　
岩
田
さ
ん
は
十
日
町
高
校
書
道
部
時
代
か
ら

平
野
香
雲
氏
、
岡
村
松
咽
氏
に
師
事
。
そ
の
後

は
、
師
の
あ
と
を
引
き
継
ぎ
書
道
塾
松
杉
会
の

指
導
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
作
品
は
漢

詩
の
「
三
峡
橋
」
。
他
に
松
杉
会
の
大
津
幸
一
さ

ん
（
雅
号
二
涛
）
の
作
品
「
長
安
秋
夕
」
が

奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
岩
田
さ
ん
は
「
今
回
の
受
賞
で
責
任
が
重
く

な
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
美
を
追
求
し
て
精
進
し

た
い
。
ま
た
、
十
日
町
の
書
道
教
育
の
レ
ベ
ル

は
高
い
が
、
そ
こ
か
ら
書
道
芸
術
へ
の
移
行
が

難
し
い
。
今
後
は
若
い
人
か
ら
県
や
中
央
の
美

術
展
な
ど
に
ど
ん
ど
ん
参
加
し
て
欲
し
い
」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

4



中
学
生
の
税
に
関
す
る
作
文
・
標
語

　
十
日
町
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
（
小
林
辰
雄
会
長
）
、
十
日
町
市
租
税
教
育

推
進
協
議
会
（
会
長
本
田
市
長
）
、
十
日
町
税
務
署
で
は
、
中
学
生
を
対
象
に

税
に
関
す
る
作
文
・
標
語
を
募
集
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
将
来
を
担
う
中
学
生
か

ら
、
税
の
意
義
や
役
割
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
毎
年
行
う
て
い
る
も
の
で
す
。

今
年
の
応
募
点
数
は
作
文
の
部
が
3
4
8
点
、
標
語
の
部
が
9
3
2
点
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
中
か
ら
特
に
優
秀
だ
っ
た
皆
さ
ん
（
敬
称
略
）
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

、
作
襲
瓢
部

標
語
の
部
、

　
　
　
岡
村
志
保
美
（
南
中
3
年
）

「
税
金
で

　
明
る
い
未
来
を
　
お
手
伝
い
」

　
　
　
齋
木
花
恵
（
吉
田
中
3
年
）

「
消
費
税
　
一
円
玉
で
　
花
咲
か
す
」

　
　
　
村
山
彩
恵
（
水
沢
中
1
年
）

「
豊
か
な
生
活

　
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
　
税
金
で
」

●
十
目
町
納
税
貯
蓄
組
合

　
　
　
　
　
連
合
会
会
長
賞

●
新
潟
県
納
税
貯
蓄
組
合

　
　
　
　
　
総
連
合
会
優
秀
賞

　
　
　
齋
木
花
恵
（
吉
田
中
3
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
全
文
を
掲
載

●
十
日
町
税
務
署
長
賞

●
新
潟
県
納
税
貯
蓄
組
合

　
　
　
　
　
総
連
合
会
優
秀
賞

　
　
　
富
沢
奈
保
子
（
中
条
中
3
年
）

●
十
日
町
市
租
税
教
育

　
　
　
　
　
推
進
協
議
会
長
賞

最
優
秀
　
白
川
真
理
（
中
条
中
3
年
）

優
　
秀
　
根
津
し
の
ぶ
（
十
中
2
年
）

　
　
　
　
飯
塚
愛
美
（
十
中
2
年
）

　
　
　
　
南
雲
早
季
（
中
条
中
3
年
）

　
　
　
　
大
熊
可
奈
（
中
条
中
3
年
）

　
　
　
　
福
原
香
菜
（
南
中
3
年
）

●
関
東
信
越
国
税
局
長
賞

佳
作
中
林
千
晃
（
十
中
3
年
）

「
税
金
で

　
　
暮
ら
し
生
き
生
き
　
明
る
い
社
会
」

●
新
潟
県
租
税
教
育

　
　
　
　
　
推
進
協
議
会
長
賞

　
　
　
栗
林
侑
宏
（
中
条
中
1
年
）

「
税
金
で

　
築
く
み
ん
な
の
　
理
想
都
市
」

●
十
日
町
税
務
署
長
賞

優
　
秀
　
池
田
一
哉
（
下
条
中
3
年
）

「
支
え
て
い
る

　
　
す
み
よ
い
暮
ら
し
を
　
こ
の
税
で
」

　
　
　
　
阿
部
香
織
（
十
中
3
年
）

「
支
え
よ
う

　
　
税
の
パ
ワ
ー
で
　
明
日
の
日
本
」

　
　
　
　
藤
木
喜
郎
（
中
条
中
3
年
）

「
税
金
は

　
　
す
み
よ
い
社
会
の
　
立
て
役
者
」

●
十
目
町
市
租
税
教
育

　
　
　
　
　
推
進
協
議
会
長
賞

最
優
秀
　
山
田
沙
也
華
（
下
条
中
1
年
）

「
税
金
が

　
　
ど
こ
か
で
あ
な
た
を
　
支
え
て
る
」

優
　
秀
　
福
崎
め
ぐ
み
（
南
中
1
年
）

　
　
　
　
岩
田
昌
彦
（
中
条
中
3
年
）

　
　
　
　
水
落
正
枝
（
南
中
2
年
）

　
　
　
　
山
本
洋
子
（
中
条
中
2
年
）

　
　
　
　
田
村
　
　
翔
（
十
中
3
年
）

税
金
の
あ
り
が
た
さ

　
私
が
住
ん
で
い
る
十
日
町
市
は
、

き
も
の
の
町
と
し
て
有
名
で
す
。
フ　　　　　　つ

あ雪齋木花恵さん
とと　　（吉田中3年）

お
り
、
冬
に
な
れ
ば
2
メ
ー
ト
ル
以
上
の

雪
が
積
も
り
、
大
変
雪
深
く
な
り
ま
す
。

そ
れ
は
夏
な
ど
に
比
べ
れ
ば
大
変
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
で
も
、
私
は
そ
れ
を
あ
ま
り

苦
に
感
じ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ

か
と
い
う
と
、
道
路
に
は
消
雪
パ
イ
プ
と

い
う
雪
を
と
か
す
た
め
の
水
が
出
た
り
、

毎
朝
ま
だ
私
た
ち
が
寝
て
い
る
3
時
く
ら

い
か
ら
、
何
台
も
の
大
き
な
除
雪
車
が
出

た
り
、
十
日
町
市
の
道
路
を
除
雪
し
て
く

れ
る
か
ら
で
す
。
だ
か
ら
、
普
通
に
道
路

を
通
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、
私

は
そ
の
こ
と
を
当
た
り
前
の
よ
う
に
思
っ

て
い
ま
し
た
。

　
あ
る
時
、
父
が
子
ど
も
の
こ
ろ
の
冬
の

こ
と
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

と
て
も
厳
し
い
も
の
だ
っ
た
の
で
す
。
例

え
ば
除
雪
車
な
ん
て
、
雪
が
降
ら
な
く
な

る
春
の
4
月
に
や
っ
と
来
る
く
ら
い
だ
っ

た
そ
う
で
す
。
し
か
も
そ
の
1
回
だ
け
。

だ
か
ら
、
冬
中
何
メ
ー
ト
ル
も
の
雪
に
閉

ざ
さ
れ
た
ま
ま
で
、
屋
根
の
雪
下
ろ
し
を

す
る
と
屋
根
よ
り
雪
は
高
く
な
り
、
家
の

中
は
昼
中
も
暗
か
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
れ

と
、
当
然
車
や
バ
ス
も
通
る
こ
と
は
で
き

な
い
の
で
町
へ
出
る
に
も
歩
い
て
い
く
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
一
番
不
便
な
こ
と
は
、

も
し
火
事
や
急
病
人
が
で
て
も
消
防
車
や

救
急
車
は
来
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の

で
す
。

　
こ
れ
ら
は
、
今
の
時
代
を
生
き
て
い
る

私
た
ち
の
若
い
世
代
に
は
想
像
も
で
き
な

い
く
ら
い
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
現
在
、
除

雪
車
の
お
か
げ
で
冬
で
も
交
通
に
不
便
も

な
く
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き
る
の
も
、
私

た
ち
や
父
、
母
が
納
め
て
い
る
税
金
か
ら

使
わ
れ
て
い
る
と
以
前
知
り
ま
し
た
。
私

の
祖
母
や
父
は
、
昔
の
苦
労
や
不
便
を
体

験
し
、
知
っ
て
い
る
の
で
税
金
の
あ
り
が

た
さ
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
で
も
私
は
、

昔
の
こ
と
を
教
え
て
も
ら
う
ま
で
は
、
税

金
の
こ
と
に
つ
い
て
知
る
こ
と
も
触
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
税
金
を
知

る
機
会
が
で
き
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
税
金
を
使
っ
て
行
っ
て
い
る
一
つ
に
、

「
十
日
町
雪
ま
つ
り
」
が
あ
り
ま
す
。
冬

は
暗
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
は
ら
い
、
雪

を
使
っ
て
楽
し
も
う
と
い
う
意
味
で
始
ま

り
、
今
年
で
5
0
回
目
と
な
り
ま
し
た
。
初

め
は
き
も
の
シ
ョ
ー
だ
け
で
し
た
が
、
年
々

大
き
く
な
り
、
今
で
は
イ
ベ
ン
ト
や
ス
テ

ー
ジ
、
雪
像
も
各
学
校
な
ど
が
作
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
祭
り
に
足
を
運
ぶ
人
も
増
え
、

他
県
や
外
国
か
ら
も
来
ま
す
。
み
ん
な
で

楽
し
め
、
交
流
も
広
ま
る
と
て
も
良
い
祭

り
で
す
。
市
民
の
願
い
を
か
な
え
て
く
れ

た
税
金
。
こ
れ
か
ら
も
十
日
町
市
は
発
展

し
て
い
く
で
し
ょ
う
。

　
現
在
、
便
利
で
幸
せ
な
暮
ら
し
が
あ
る

の
も
か
げ
で
支
え
て
い
る
税
金
の
お
か
げ

で
す
。
納
税
す
る
こ
と
は
大
変
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
そ
の
分
私
た
ち
に
必
ず
役
立

っ
て
か
え
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
あ
り
が
た

さ
を
い
ろ
い
ろ
な
所
で
受
け
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
未
来
の
た
め
に
何
が
必
要
か

考
え
る
こ
と
は
重
要
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

っ
と
税
金
の
使
い
道
を
考
え
、
社
会
人
に

な
っ
た
ら
気
持
ち
良
く
税
金
を
納
め
て
い

け
た
ら
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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住みよい街づくりを目指じ羅

誓本爵土地区画整理事業

　
市
で
は
都
市
基
盤
の
整
備
を
進
め
る
た
め
、
十
日
町
駅
西
と
西
本
町
の
2
地

区
で
土
地
区
画
整
理
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
土
地
区
画
整
理
事
業
は
、
道
路

や
公
園
な
ど
の
公
共
施
設
と
宅
地
の
整
備
を
一
体
的
に
行
う
も
の
で
す
。
着
々

と
進
む
十
日
町
駅
西
・
西
本
町
土
地
区
画
整
理
事
業
の
現
況
を
お
伝
え
し
ま
す
。

貯
籐

灘鐡

十
日
町
駅
西
　
　
叢

　
土
地
区
画
整
理
妻
糞

　
十
日
町
駅
西
で
、
都
市
基
盤
の
整

備
と
居
住
環
境
の
改
善
を
図
る
た
め
、

土
地
区
画
整
理
事
業
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
事
業
に
よ
っ
て
、
細
い
道
路

や
行
き
止
ま
り
と
な
っ
て
い
る
道
路

な
ど
を
解
消
し
、
広
い
道
路
や
整
然

と
し
た
土
地
区
画
を
地
区
の
皆
さ
ん

と
共
に
造
り
だ
し
、
住
み
よ
い
快
適

な
街
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
性
質
上
、
家
屋
の
移

転
後
、
そ
の
跡
地
を
整
地
し
、
ま
た

そ
こ
に
次
の
家
屋
を
移
転
し
て
く
る

と
い
う
順
送
り
的
な
工
法
が
一
般
的

な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
駅
西
地
区
は
、
丸
山
町
を

は
じ
め
住
宅
が
密
集
し
て
い
る
と
こ

ろ
が
多
く
、
個
々
の
換
地
に
つ
い
て

も
十
分
な
話
し
合
い
を
行
い
な
が
ら

事
業
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
現
在
は
、
道
路
築
造
、
宅
地
整
地

な
ど
可
能
と
な
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、

幅
広
く
事
業
を
進
め
て
お
り
、
着
実

に
街
並
み
は
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
主
に
、
稲
荷
町
3
丁
目
本

通
り
周
辺
や
、
丸
山
町
に
お
い
て
、

仮
換
地
指
定
・
宅
地
整
備
が
進
み
、

新
し
い
区
画
へ
家
屋
移
転
が
行
わ
れ

　　　　　　　壺醐、　　　　　講　　　　灘
　　　　翻
　　　籔　　瓢　　雛　籔辮て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
区
内
の
連
絡
協
議
会
で

は
、
市
と
地
権
者
が
一
体
と
な
り
、

各
種
研
修
会
・
視
察
の
ほ
か
、
区
画

整
理
相
談
員
を
選
任
す
る
な
ど
、
積

極
的
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

西
本
町
　
　
　
蓼

土
地
区
画
整
理
事
難
．

　
西
本
町
土
地
区
画
整
理
事
業
で

は
、
平
成
1
0
年
度
よ
り
十
日
町
情
報

館
周
辺
か
ら
本
格
的
な
工
事
に
着
手

し
ま
し
た
。

　
現
在
、
仮
換
地
の
指
定
が
終
っ
た

場
所
か
ら
道
路
築
造
工
事
に
合
わ
せ

て
仮
換
地
の
宅
地
整
地
工
事
を
行

い
、
計
画
的
に
建
物
の
移
転
も
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
土
地
区
画
整
理
事
業
の
場
合
、
道

灘
懸

　　㎜欄隙撒脚澱一一一醍郡鳳脳皿を・㎜「
路盤まで完成した区画道路
　　　　　　　　（西本町地内）

路
築
造
工
事
と
一
体
的
に
上
・
下
水

道
の
整
備
や
冬
期
間
の
快
適
な
住
環

境
を
維
持
す
る
た
め
の
流
雪
溝
の
整

備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
当
面
は
水
田
と
し
て
の
利

用
を
考
え
て
い
る
人
の
た
め
に
は
、

土
地
の
造
成
も
水
田
と
し
て
利
用
で

き
る
よ
う
配
慮
し
、
用
排
水
施
設
の

整
備
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
道
路
築
造
や
宅
地
整
地
は
基
本
的

に
は
地
区
の
西
側
か
ら
順
次
進
め
て

い
き
ま
す
。
田
川
南
線
の
早
期
開
通

を
行
い
、
現
在
の
県
道
十
日
町
千
手

線
の
交
通
緩
和
に
向
け
て
事
業
を
進

め
ま
す
。
ま
た
、
順
次
生
活
道
路
の

築
造
を
行
い
、
個
々
の
よ
り
有
効
な

土
地
利
用
が
一
日
も
は
や
く
で
き
る

よ
う
に
都
市
基
盤
の
整
備
に
努
め
て

い
き
ま
す
。
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m
月
2
0
日
㈱
か
ら
介
護
認
定
審
査
会
が
開
催
さ
れ
、

十
日
町
市
は
既
に
3
2
0
件
の
認
定
が
終
了
し
ま
し
た
。

11

月
1
5
日
現
在
の
申
請
数
は
8
3
0
件
で
す
。

　
今
回
は
、
介
護
保
険
に
関
す
る
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
質

問
を
掲
載
し
ま
す
。

　　　　　　度　　　　　　り

　　　　　慧
　攣瀬

資
格
に
つ
い
て

圏
の
幕
讐
者
も
該
当
に
な
る

囚　
　
　
6
5
歳
以
上
の
場
合
、
療
護
施

　
　
設
等
の
入
所
者
以
外
は
対
象
と

な
り
ま
す
。
4
0
～
64
歳
ま
で
の
人
は

15

の
特
定
疾
病
で
あ
れ
ば
介
護
保
険

の
対
象
と
な
り
ま
す
。
ほ
か
は
今
ま

で
通
り
障
害
者
の
措
置
制
度
の
対
象

と
な
り
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
ま

す
。

申
請
に
つ
い
て

騨
繍
葬
群
蟹

う
し
た
ら
い
い
の
で
す
か
？

囚　
　
　
申
請
前
で
も
サ
ー
ビ
ス
は
受

　
　
け
ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
　
一
旦

全
額
を
負
担
し
て
も
ら
い
、
後
で
9

割
相
当
額
を
お
返
し
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
介
護
が
必
要
と
な
っ
た
ら

す
ぐ
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

認
定
に
つ
い
て

騨
鯵
欝
鼓
鑛

は
必
要
と
し
な
い
自
立
と
判
定
さ
れ

た
ら
サ
ー
ビ
ス
は
何
も
な
い
の
？

囚　
　
　
自
立
と
判
定
さ
れ
た
人
に
つ

　
　
い
て
も
、
寝
た
き
り
予
防
や
健

康
づ
く
り
の
観
点
か
ら
、
生
き
が
い

型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
等
の
事
業
の
対
象

と
す
る
こ
と
を
検
討
中
で
す
の
で
、

今
ま
で
通
り
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で

き
ま
す
。

醐
請
腫
範
糞
脇
定
申

囚　
　
　
介
護
保
険
で
は
、
認
定
を
受

　
　
け
た
人
は
原
則
と
し
て
半
年
ご

と
に
更
新
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

た
だ
し
、
そ
の
間
に
症
状
が
変
わ
っ

た
場
合
は
変
更
の
申
請
も
で
き
ま
す

の
で
、
有
効
期
間
内
で
も
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

保
険
料
に
つ
い
て

幽
盤
雄
謬
簾
縫

保
険
料
は
ど
こ
か
ら
天
引
き
さ
れ
る

の
で
す
か
？

囚　
　
　
主
に
老
齢
基
礎
年
金
か
ら
引

　
　
か
れ
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
引

か
れ
る
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

騨
鋸
額
馨
護

40

歳
。
保
険
料
は
？

囚　
　
　
国
保
の
加
入
者
の
場
合
、
介

　
　
護
保
険
料
は
世
帯
主
が
世
帯
員

の
分
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

保
険
料
は
妻
の
分
を
世
帯
主
で
あ
る

夫
が
支
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

圏
妻
羅
影
附
饗
で
、

囚　
　
　
4
0
歳
に
な
る
ま
で
は
、
介
護

　
　
保
険
料
を
納
め
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。
妻
の
分
は
夫
の
加
入
す
る

医
療
保
険
の
被
保
険
者
が
全
体
で
負

担
し
て
く
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
亀

　
　
　
　
い
．
　
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
ヤ
　
ナ

　
　
　
　
寡
知

　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
　
　
　
〔
。
。
－
．
（
福
）
　
劉

　
　
　
　
O
o
　
　
　
　
　
，

そ
の
他

圏
れ
鞭
砺
た
い
人
が
入

囚　
　
　
介
護
保
険
施
設
は
今
年
度
中

　
　
に
計
画
ど
お
り
整
備
さ
れ
ま
す
。

入
所
も
ほ
ぽ
希
望
通
り
に
入
れ
る
よ

う
に
な
る
見
込
み
で
す
。
平
成
1
2
年

度
で
3
4
0
人
の
入
所
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。
ま
た
、
市
外
の
施
設
も
利

用
で
き
ま
す
。

圏
自
簸
難
鷺
響

す
か
？

囚　
　
　
保
険
者
で
あ
る
市
が
、
医
師

　
　
に
依
頼
す
る
の
で
、
申
請
者
が

依
頼
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
主

治
医
の
意
見
書
は
介
護
認
定
審
査
会

で
重
要
な
情
報
と
な
り
ま
す
の
で
、

日
頃
か
ら
か
か
り
つ
け
医
を
も
つ
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

Q
芥
護
認
定

　
　
　
　
　
申
請
受
付
中

　
介
護
を
必
要
と
す
る
人
は
、
必
ず

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
現
在
老
人
保

健
施
設
に
入
所
し
て
い
る
人
も
申
請

を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

（
柑
張
説
明
会
実
施
中

　
介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
知
り
た

い
人
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
各
地
域

に
出
向
い
て
説
明
を
し
ま
す
。
日
時
・

人
数
は
問
い
ま
せ
ん
。
他
の
集
会
の

つ
い
で
に
、
お
茶
の
み
話
に
…
。
気

軽
に
話
を
聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
ま
た
、
質
問
や
意
見
等
も
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
擁
介
護
保
険
室
介
護

　
保
険
係
（
智
5
7
1
3
1
1
1
　
内

　
線
1
6
1
・
1
6
2
）
へ
。

介護騒轍螢籔紹奔璽一謎一④

社会福祉協議会

　桂会編継協議嚢鑓築施灘る介護サーぜスを紹

介じ諜灘。

①恭一鐵《識鍵一の派遣

　長隼の経験磁墓づき．きめ細瀞鞍麟一ぜス響

利網者の霧竈盤溝懇支援じま護。現在は、時闘

外や休日派遣の要望庭懸積極的鰭お応えして隔

ます。

②訪闘戴浴鍵一ビス

　移動入浴隼でお宅を訪闘じ、お部屋の中で入

浴ザーピス懇提供じま講嬬現在2車輌で月に18◎

回程ご利駕嶺楚だき、重度の寝たきOの人や介

護者の皆さん齢ら大変喜ぽ燕て鱒ます。

　ご利用につ樋《の相談を硲つ欝もお待ちして

います1。　　　　　　（介護支i援専摂慧員　岩田）

　田斯在地：西寺町□電話：50－5012
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皆
さ
ん
は
1
着
の
ワ
イ
シ
ャ
ツ
が
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
4
本
の
リ
サ
イ
ク
ル
で
再

生
さ
れ
る
の
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
も
捨
て
て
し
ま
え
ば
ご
み
、

回
収
す
れ
ば
大
切
な
資
源
に
な
り
ま
す
。
身
近
な
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
ト
レ
ー
・

カ
ッ
プ
麺
の
容
器
は
軽
く
て
割
れ
に
く
い
、
衛
生
的
な
ど
の
理
由
で
近
年
大
き

く
需
要
が
伸
び
て
い
ま
す
。
そ
の
反
面
、
当
市
に
お
い
て
も
こ
れ
ら
が
ご
み
増

加
の
一
因
と
な
り
、
処
理
費
用
を
増
や
す
要
因
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

十
日
町
市
で
は
平
成
12
年
4
月
1
日
か
ら
「
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
」
に
基

づ
い
て
月
に
2
回
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
ト
レ
ー
・
カ
ッ
プ
麺
の
容
器
類
を
資
源

ご
み
と
し
て
回
収
し
ま
す
。
大
切
な
環
境
を
守
り
、
限
り
あ
る
資
源
を
活
用
す

る
た
め
に
も
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
今
後
は
、
地
区
別
説
明
会
や
市

報
を
通
じ
て
詳
細
を
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
、
資
源
ご
み
回
収
の
日
程
を
来

年
3
月
に
全
戸
配
布
す
る
「
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
」
の
中
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
容
器
包
装
廃
棄
物
は
私
た
ち
が
排

出
す
る
ご
み
の
約
6
0
％
を
占
め
て
い

ま
す
。
そ
の
減
量
を
は
か
り
、
リ
サ

イ
ク
ル
を
積
極
的
に
推
進
す
る
た
め

に
制
定
さ
れ
た
の
が
「
容
器
包
装
リ

サ
イ
ク
ル
法
」
で
す
。

　
一
般
廃
棄
物
の
減
量
化
を
は
か
る

う
え
で
最
も
有
効
な
の
は
、
ま
ず
、

廃
棄
物
の
発
生
を
で
き
る
だ
け
抑
え

る
こ
と
で
す
。
次
に
、
廃
棄
物
と
し

て
排
出
さ
れ
た
も
の
を
「
ご
み
」
に

す
る
の
で
な
く
、
再
利
用
で
き
る
資

源
に
す
る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
何
よ

り
も
、
ご
み
減
量
や
リ
サ
イ
ク
ル
は

社
会
全
体
で
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
効

果
が
上
が
り
ま
せ
ん
。
効
果
的
な
取

り
組
み
に
は
「
消
費
者
が
分
別
排
出
」

し
「
市
町
村
が
分
別
収
集
」
し
「
事

業
者
が
再
商
品
化
（
リ
サ
イ
ク
ル
）
」

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
皆
様
か
ら
十
日
町
市
の
分
別
収
集

に
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
分
別
排
出

に
家
庭
や
町
内
を
あ
げ
て
協
力
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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ル、“
、

　　　ロからヘツ

資
源
ご
み
と
し
て
追
加
収
集
す
る
も
の

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
　
…
　
　
ト
レ
ー
　
　
　
…
カ
ッ
プ
麺
容
器

マークが付いているも

す
，・大きさは問いません

i・醤油用に

　　　使われたもの

　　　　△

4ふ
　　　　PET

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ん
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

●キャップ・ラベルをはずし、●1のPET●

　よくすすいでください　　　　のだけで

　　　　　　　　　　　　　●容器の色

　　気　　　　 ．飲料。酒

｝
㎜
》
…

1⑨．
窃

　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　騨　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　曹　　　　　　　臼　　　　　　一　　　　　　一　　　　　一　　　　　『　　　　　一　　　　『　　　　“　　　｝　　　一　　　一　　一　　一　一　一　一『一

て
　
　
い

つ
て
さ

洗
し
だ

、
か
く

き
乾

除
　
ノ

り取を物異●

　　　　　ノク　くたさい　　　　●発泡スチロール製の白

　o　　　　　　　　　　　　　いものだけ

“7　　　　　　　　　　　　　　　　　　●色物や噸のついたも

　　　　　童プ．螺欝

●上ぶたを取り、よく洗って●発泡スチロール製のもの
　乾かしてください　　　　●色・大きさは問いません

　　『“　　！、

噸一一一

彰
∂

弓一メz

5一メz

衛生鱒鮪お願い
1．冬期間は降雪状況により一時的に収集不可

　能になる場合があり、ご迷惑をおかけします

　が、皆さんのご協力をお願いします。

2．ごみ集積庫前の除雪をお願いします。

3．ごみ収集車内で火災事故が発生しました。

　これは自動点火装置付きの石油ストーブに石

　油と電池が残っていたことが原因です。石油

　ストーブやガス器具は必ず電池を取り外し、

燃料を完全に抜いてから出してください。

　　また、豆炭などの取り灰は火が完全に消え

　ていることを確かめてから出してください。

4．雪が降ると、川西町霧谷処分地へは行けな

　くなります。燃えないごみの自己搬入は、高

　城沢（吉田の千手トンネル川西側）で保管と

　なります。その場合は、処理費のほかに保管

料をいただきます。

5．ごみの分別徹底と減量化にご協力ください。

■問合せ＝十日町地域衛生施設組合

　　　　　　　　　　　（留52－3924）へ。

醐
鰍
妻
．

義㌦遡

馨㎜＿

老
人
医
療
費
の
動
向

　
1
0
年
度
に
市
が
支
払
っ
た
老
人
医

療
費
の
総
額
は
約
4
6
億
－
千
4
百
万

円
で
、
9
年
度
に
比
べ
る
と
2
億
2

千
6
百
万
円
（
5
・
2
％
）
増
え
、

年
々
確
実
に
増
加
し
て
い
ま
す
（
図

1
参
照
）
。
ま
た
、
1
0
年
度
の
一
人
当

た
り
老
人
医
療
費
は
、
6
年
度
に
比

べ
て
5
万
5
千
円
（
9
％
）
上
昇
し

て
い
ま
す
（
図
2
参
照
）
。

1〉

間総医療費
　　　　の推移

図
年

く

翻
5
　
4
　
3
　
2

〈図2＞

　年間1人当たり医療費の推移
万円
70　　　　　　　　　　　　　　　66万
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お知らせします
団平成10年度人件費の状況（普通会計決算）

／市民の皆さんのご理解をいただくため、次のとおり市職員等の
給与・定員管理等の状況をお知らせします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成I　I．4．1現在）

市民の皆さんのご理解をいただくため、次のとおり市職員等の
給与・定員管理等の状況をお知らせします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成I　I．4．1現在）

i儀購i灘類i醸、・

纈騰騨難
織鐡．纈i
　麟議

勲きi難…1
黙i騰．嚢．霧、

　叢欝
灘撚鷺灘
叢…麟鱗糞．

『霧難灘鐵礁

難灘灘難馨

44、322人 209億
8，667万円

3億

　586万円
33億
7，II5万円

16．1％ 17．9％

匿継 灘　　　　　　響 i簸醗灘懸
（注）人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含みます。

回平成11年度職員給与費の状況（普通会計予算）
犠
養
懇
轡

配偶者・…　　　　…・…　　　　　　　　　　　　　　　・・16」000円

配偶者以外の扶養親族のうち2人一　　　　　　　　　一各5、500円
ただし、

　配偶者のいない職員の場合には、扶養親族のうち1人は…H，000円
配偶者が扶養親族でない場合には、扶養親族のうち1人は…6，500円

その他の扶養親族1人につき一　………　　　　………・…2，000円
（満16歳の年度初めから満22歳の年度末までの子は5，000円加算）

同じ 職i薫数

麟妻

綴i　　　懸．　　　懸1 麟き鱗鰻絵
霧灘『鰹纐綴　　懸 職灘麟 i騰蒙鐵．．灘懸鱒．

　人
377

15億1，782万

　　9，000円

2億2，190万

　　1，000円
7億3，2H万
　　3，000円

24億
　7，184万円

655万
　6，613円犠

縁
幾
覇

〈借家〉月額12，000円を超える家賃を支払っている職員に対し負担している家

　　賃の額に応じて最高27、000円（家賃が55，000円以上の場合）まで支給。

〈持家〉1，000円　ただし、住宅を新築・購入した場合5年間は2，500円
同じ （注）1．職員手当には退職手当を含みません。　2．給与費は当初予算に計上された額です。

回職員の平均給料月額および平均年齢の状況　　（平成II．4．1現在）
遜
勤
讐
覇

〈交通機関利用者〉負担している運賃の額に応じて最高50，000円まで支給。
〈交通用具使用者〉片道の使用距離に応じ、2，000円（2km以上5km未満）か

　　　　　　ら最高20，900円（片道40km以上）まで支給。
同じ

穰　懸
一毅i懸『鱗i騰 『

縫 能・灘務i職

繋欝維欝潟額 羅灘騰・ 纒難継灘譲 譲鞠難齢

難
鎌
覇
務
霧
藩離
婁態

鷹　　　　　懸 謹i　i職　　灘 難1璃驚i辮 345，471円 42歳7月 300、647円 47歳5月

職員全体に占める手当支給職員の割合 46．8％
麹 322，033円 39歳7月 286，958円 47歳8月

支給対象職員1人当たり平均支給年額 19、130円
図職員の初任給の状況　　　　　　　　　　　（平成II．4．1現在）

手　　当　　の　　種　　類　　（手当数） 15

代　表　的　な　手　当　の　名　称
税務手当、社会福祉現業
手当、用地交渉手当 灘　　懸

繋　穣　懸　欝 国

決定初任給 採用2年経過後
　給料額 初任給

採用2年経過後
　給料額

購勤
　務
闘
　馨
鑛鐵

9年度
支　　　給　　　総　　　額 1億2，238万1，000円

一雛
懸政職

鑛灘叢 174，200円 188，500円 174，200円 188，500円

職員1人当たり支給年額 324、618円
灘楼灘． 141，700円 151，600円 141，700円 151，600円

旧年度
支　　　給　　　総　　　額 8，352万9，000円

固職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成lI．4．1現在）
職員1人当たり支給年額 222，152円

回特別職の給料等の状況　　　　　　　　　　（平成Il．4．硯在） 騨　　懸
経験諜数溝懸鑛
　　鱒懇蒙溝

、縫灘嚢数1鱗鱗灘
　　1灘購瀬『

縫験繋数1懸鐵灘
　2嬢叢灘講

匿　灘 繍i欝　簾　潟　額 翻叢懇　鐵 一鍛懸敏i職i
『雛懸講 250，088円 292，080円 341，183円

給i欝
市　長　859，000円　　助　役　670、000円

収入役　6H，000円　　教育長　611，000円

（10年度支給割合）

6月期　1．6月分

12月期　1．9月分
3月期　0．55月分
計　　4．05月分

灘懸 196，525円 221，000円 296，340円

叢i驚欝霧職 灘懲灘 該当者なし 204、467円 244，188円

報　醐
議　長　392，000円　　副議長　316，000円

議　員　300，000円

（注）経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合には、採用後の年数をいいます。

囹一般行政職の級別職員数の状況　　　　　　　（平成ll．4．硯在）

圃部門別職員数の状況と主な増減理由　　　　　　（各年4．1現在〉 麟　懸 襟難鱒塗職講禰響 磯鑛鐵鱒『 購灘穰磯籔

慧　綴 課　長　・　参　事 10 3．3

職濃数 懸叢鶏
．騰灘薮 盤　難『繋減鐵．鐵 雛　蕪 課長・参事・課長補佐 25 8．4

麟き 1縢 『
灘
　
纏 課長補佐・副参事 101 33．8

一鍛i総叢獺翻

議　　会
総務企画
税　　務
民　　生
衛　　生
労　　働
農林水産
商　　工
土　　木

4
7
3
2
4
8

2
2
0
0
3
0
H
4
3

4
7
1
2
4
8
3
1
9
0
2
8
1
0
4
3

　0
△2
　0
　1

△1

　0
△2
△1

　0

自動車運転手2名を臨時職員化、まちづくり業務の増ほか

保育士2名を臨時職員化、介護保険業務の増ほか

理学療法士欠員不補充ほか

農林課長が農業委員会事務局長を兼務ほか

観光担当職員1名を臨時職員化

奪　級 係　長　・　主　査 73 24．4

総灘i 主　　　　　　　　任 26 8．7

謬　級 主　事　・　技　師 34 II．4

鍵、級 主　事　　・　技　師 24 8．0

1　総 主　事　・　技　師 6 2．0

謙 299 100．0

小　　計 287 282 △5 （注）1．十日町市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。

　　2．標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。
　　3．職員数は特殊な職種およぴ技能労務職を除いたものです。

國昇給期問短縮の状況

難懸織灘灘 教　　育 88 88 0 情報館新設のための部門内での増減ほか

灘講『妻嚢 叢…．謙 375 370 △5

騰欝懸叢総
．灘謙懸購

水　　道

下水道
その他

21
169

21
168

　0
　0
△　1 国保業務の減

騨』　　　・i懸蒙． 灘
『
雛
．
灘 辮轍灘・難雛灘霧職 慧灘i難灘

10

年
度

職　員　数　（A） 420人 301人 56人 63人

小　　計 46 45 △　1 普通昇給期問（12～24月）を
短縮して昇給した職員数（B）

59人 43人 10人 6人

嚢1　　　　灘i、 421 415 △6

（注）職員数は一般職に属する職員数で、地方公務員の身分を有する休職者、派遣職員などを含み、臨時又は非常勤職員を除いています。 比　　率　（B／A） 14．0％ 14．3％ 17．9 9．5％

回特別職の給料等の状況

圃部門別職員数の状況と主な増減理由

（平成H．4．1現在）

（各年4．1現在〉

（注）人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含みます。

回平成11年度職員給与費の状況（普通会計予算）

（注）1．職員手当には退職手当を含みません。　2．給与費は当初予算に計上された額です。

回職員の平均給料月額および平均年齢の状況　　（平成II．4．1現在）

図職員の初任給の状況 （平成H．4．1現在）

固職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成lI．4．1現在）

（注）経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合には、採用後の年数をいいます。

囹一般行政職の級別職員数の状況　　　　　　　（平成ll．4．硯在）

（注）1．十日町市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。

　　2．標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。
　　3．職員数は特殊な職種およぴ技能労務職を除いたものです。

國昇給期問短縮の状況

① 定員適正化目標 麟懸『 鎌『、綴懸欝『． 国

灘講 慶　i懸． ．．雛縷 ．．繍蒙．』灘糞麟 纒1、・鱗／．1難鐸蓑縫．．
（10年度支給割合） （10年度支給割合）

退　　　職 14 8 10 13 II 56 i翻i鐡 期末手当　　勤勉手当 期末手当　　勤勉手当

採　　　用 9 5 9 10 10 43 灘鐵
．懸総

6月期　　1．6月分　　0．6月分
12月期　　1．9月分　　0．6月分

6月期　　1．6月分　　0．6月分
12月期　　1。9月分　　0．6月分全部門 差引増減数 △　5 △　3 △　　1 △　3 △　　1 △13 鐵幾 3月期　　0．55月分　　　一 3月期　　0．55月分　　　一

職　員　数 436 431 428 427 424 423 423 計　　　4．05月分　　1．2月分 計　　　4．05月分　　1．2月分

将来の行政需要並びに第5次定員モデル及び全国類似団体職員数を考慮し、 職員数を13人削減する。 （支給率）　自己都合　勧奨・定年 （支給率）　自己都合　勧奨・定年

② 定員適正化手法の概要
新規行政需要に対応しつつ事務の統廃合縮小、民問等への委託、機械化を進め、

織鋸i．『．

勤続20年　21．0月分　28．875月分
勤続25年　33．75月分　44．55月分
勤続35年　47．5月分　62．7　月分

勤続20年　21．0月分　28．875月分
勤続25年　33．75月分　44．55月分
勤続35年　47．5月分　62．7　月分

③

全体として人員増にならないように管理する。

定員適正化計画の年次別進捗状況（実績）の概要
華灘．疑

最高限度額　60．0月分　62．7　月分

10　年　度　457万　　　2、622万
1人当たり

最高限度額　60．0月分　62．7　月分

部i顯 麟灘
，、・灘難 』灘叢『．…難灘灘．…・欝繋縫灘ll 講 灘『 平均支給額　　4，792円　　　777円

退　　　職 16 20 19 23 78 ．総 その他の　定年前早期退職特例措置 その他の　定年前早期退職特例措置

採　　　用 II 13 16 17 57
加算措置　　（2％～20％加算） 加算措置　　（2％～20％加算）

全部門 差引増減数 △　5 △　7 △　3 △　6 △21
退　職　時
　　　　　1～2号給特別昇給

退　職　時
　　　　20年以上勤続者1号俸特別昇給

職　員　数 436 431 424 421 415 415 （注） 退職手当の1人当たり平均支給額は、前年度に退職した全職種に係る職員に支給された平均額です。

（注）職員数は一般職に属する職員数で、地方公務員の身分を有する休職者、派遣職員などを含み、臨時又は非常勤職員を除いています。

回定員適正化計画の数値目標及び進捗状況　　　　（各年4．1現在）回職員手当の状況
①定員適正化目標

将来の行政需要並びに第5次定員モデル及び全国類似団体職員数を考慮し、職員数を13人削減する。

②定員適正化手法の概要
　新規行政需要に対応しつつ事務の統廃合縮小、民問等への委託、機械化を進め、
　全体として人員増にならないように管理する。

③定員適正化計画の年次別進捗状況（実績）の概要

（注）退職手当の1人当たり平均支給額は、前年度に退職した全職種に係る職員に支給された平均額です。
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量 叢 を
　地方公務員の給与・退職手当等については、国や県・他市町村をはじ

め地域の民間事業所などと均衡を図るように定められています。そこで、ノ

鷹鑛

鐵　　嚢　　灘』』．護一纏　　欝 団平成10年度人件費の状況（普通会計決算）

一　織　懸鰯き、、識 1鱒・…灘妻 離獺騰雛 織幾額
　奪鱒

叢難纏叢

　　噺

戴織費
　薙鱒

鍵鱗繋灘

㈱獺塗

礁
饗 嚢纏爾
懸鱗i欝

糠藥欝鞍職務i繭饗 職簸雛鱒 騰裁蝦纈
戴鰍難，韓．獺

纈灘醗 79，803人
19億3，104万

　6，000円
9，573万

　9，000円

10億8，420万

　3，000円
56．1％ 63．2％鑛灘、

『 一

馨謙 局　　　　　　　　　長 2 15．4 雛繍麟i繰 52，705人
7億4、707万

　7，000円
3，174万

　1，000円

1億3，304万円
17．8％ 24．6％

．麟麟、 次　　長　　・　係　　長 5 38．4 （注）人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含みます。

回平成11年度職員給与費の状況（普通会計予算）
獲
．

、緩 主　　査　　・　主　　任 4 30．8

灘綾
『 『

・
．

灘i　鑛
i職灘鐵i』 繕　　　・鐡　　　繋 麟覇撚謎

給難繋

㈱灘鱒
畿級 技　　　　　　　　　師 2 15．4 麟灘 織　懸 覇膿懇鐵・ 灘き鱗懸篶鐵 雛進鱒
馨級 技　　　　　　　　　師 『 『

鐵灘購羅灘 ll8人
4億8，868万

　3，000円

1億2，140万

　6，000円

2億3，090万

　4，000円

8億4，099万

　3、000円
712万

7，059円1級 ｝ 『

議 13 100．0 観雛護纏叢 20人
8、341万

　2，000円

1，641万

　3，000円
4，088万円

1億4，070万

　5，000円
703万

5，250円
一　　　　ノ 1　、、　　　　　屈盟　ロ　　　　1

囹昇給期問短縮の状況（普通会計） （平成10年度）

団平成10年度人件費の状況（普通会計決算）

（注）人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含みます。

回平成11年度職員給与費の状況（普通会計予算）

鷺
．

『　灘、 鐵灘Pi
・一難
、難簸i職i

灘雛
、灘灘磯

講隣磯 獲療i職

　　乙．頼号頁聯6・ヨ”」丁昇L訂工eイしに韻曳90

回職員の平均給料月額および平均年齢の状況　　　　（平成lI．4．1現在）

．鐵

鐵
繋
霧
緩
鐵

職員数（A）
　人
H8

人
4

　人
lH

人
3 鍵鑛

一毅懸難職 難能欝務職i 潴　隣職i 穰療職i
鞠雛麟i馨難耀灘 懇騰獺額 醗雛齢 繍総鰯額 嚢灘欝 懇翻辮灘 懇麹難齢

普通昇給期問（12～24月）を短

縮して昇給した職員数（B）

　人
16

　人
一

　人
16

　人
一

鐵鐵欝灘纏1 343，450円 42歳5月 338，974円 40歳10月 375，067円 42歳3月

鐵嚢叢護綴馨 367，400円 46歳4月 311，100円 47歳1月

比率（B／A）
　％
13．6

　％
『

　％
14．4

　％
『

麹 322，033円 39歳7月 286，958円 47歳8月 342，r51円 41歳0月

li購・

・鐘蜷議

維
灘
、

職員数（A）
　人
20

　人
13

人
7

（注）1．消防職について国は、公安職（1）で掲載してあります。

　　2．医療職については、給料の調整額（獣医師〉を含んでいます。

図職員の初任給の状況 （平成ll．4．1現在）

普通昇給期間（12～24月）を短

縮して昇給した職員数（B）

人
4

人
2

人
2

、簸　　鑛

灘鐡馨霧縫灘 鐵盤雑識纏灘 国

比率（B／A）
　％
20．0

　％
15．4

　％
28．6

初任給
採用2年経
過後給料額 初任給

採用2年経
過後給料額 初任給

採用2年経
過後給料額

鵜鑛．
驚織i騰

難羅 174，200円 188，500円 174，200円 174，200円 188、500円
■期末手当・勤勉手当・退職手当・扶養手当・住居手当・通勤手当は、

市職員と同額のため省略します。

188，500円

難灘 141，700円 151，600円 141，700円 151，600円 141，700円 151，600円

麟…　　鑛． 蟻鐵鐵灘縫総 鐵難雛畿纏懇 1灘灘・、・・
灘欝 192，400円 210、000円 192，400円 210，000円

鰭1……㌦

職員全体に占める手当支給職員の割合 98．3％ 100％
鵜繋 160，000円 173，900円 160，000円 173，900円

支給対象職員1人当たり
平　均　支　給　年　額

消防職31，509円

医療職137，200円
167，630円 灘難灘・

縷鱗、 207，000円 220，700円

．、灘難

『、、・灘』…

、『i鐡獺

1
、

P霧
・籔購擁

．『犠

…獲1
・
、

灘i…妻磁職

手当の種類（手当数） 5 4 固級別職員数の状況 （平成H．4．1現在）

代表的な手当の名称

緊急車運転手当、

災害出動手当、
夜問消防手当、
家畜指導診療業務手当等

清掃手当、

危険手当等
、・漆、灘　　灘．．騰　纏　灘

鞭購馨 『
』
辮
灘 i灘鐵、擁 難縫癒鐵i職i ，磯　　濾　　識

騰
．
搬
騰
i
i
妻

・
懸

麟…．

一・雛

・
∫
i

簸蒙
、馨雛雛

灘難

．鷺、　、鑛 雛麟灘雛灘…．魏騰獺雛灘
』鑛

標準的な職務内容
職員数
（人）

構成比
（％）

標準的な
職務内容

職員数
（人）

構成比
（％）

標準的な
職務内容

職員数
（人）

構成比
（％）

9
年
度

支　　給　　総　　額 1，951万3，273円 319万4，308円
蒙
綴 消防監・消防長 1 0．9

一 『 『 一 『 『職員1人当たり支給年額 19万3，201円 15万2，109円

10

年
度

支　　給　　総　　額 1，861万7，731円 371万1，740円 鑛
級

司令長・次長・
署長　・　課　長 5 4．5 係　　長 3 75．0

家畜指導

診療所長 1 33．4

職員i人当たり支給年額 17万5，639円 19万5，354円
嚢
灘

司令・課長補佐・小隊長・

分署長・分遣所長 H 9．9
『 一 一 一 『 一

國特別職の報酬
譜灘蓑

礫、
司令補・係長・
副分署長・副分遣所長

41 37．0 『 一 一

困難な専門的業務

を行う専任獣医師 1 33．3．欝i、、難灘 ！懸磯灘灘 、！i灘繕雛『1 、、灘灘灘、

管　理　者 32，000円／ 十目町市消防団長 105，000円
難、

灘
、

士長・主任・
分隊長・副分隊長

13 H．7 『 『 『
主　　任

獣医師 1 33．3

副管理者 30，000円 〃　副団長 72，000円

　馨i、

萎
華

饗
難

副士長・副分隊長 14 12．6 『 ｝ 一 一 『 『

－
磯
i

収　入　役 30，000円

／灘i』

〃　分団長 55，000円

議　　　　長 32，000円 〃　副分団長 40，500円
li

糠
消　　　防　　　士 26 23．4 主　　事 1 25．0 『 一 一

副　議　長 30，000円
『
『
璃
…
』

〃　部　長 33，500円．鑛P
、議『 Ill 100．0 4 100．0 3 100．0議　　　　員 30，000円 〃　班　　長 23，500円

『 『 〃　団　員 17，500円
（注）1．

　2．標準的な職務内容とは、
当組合の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。

　　　　　　　それぞれの級に該当する代表的な職名です。

■期末手当・勤勉手当・退職手当・扶養手当・住居手当・通勤手当は、

市職員と同額のため省略します。

國特別職の報酬

（注）1．職員手当には、退職手当を含みません。

　　2．給与費は、当初予算に計上された額です。

回職員の平均給料月額および平均年齢の状況

（注）1．消防職について国は、公安職（1）で掲載してあります。

　　2．医療職については、給料の調整額（獣医師〉を含んでいます。

図職員の初任給の状況

固級別職員数の状況

（注）　　当組合の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。

　　　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

（平成H．4．1現在）

（平成I　l．4．1現在）

（平成H．4．1現在）
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　　　「姉妹都市交流は25周年」

　四半世紀の歴史の中で十日町とコモの両市

民は温かな友情を育んできました。世紀を超え、

より深い結びつきをめざす姉妹都市交流につい

て皆さんの声をお届けします。

滝
沢

正
晴
さ
ん

（
川
治
小
学
校
長
）

純粋な心・楽しお心

拡がる国際理解の輪

　　　　　　声
　　　　甥
　　　鞍嬰まちの

　　　「サンタさんお願い／」

　12目といえぱ、子どもたちが心まちにしてい

るクリスマスのシーズンです。お目当てのプレ

ゼントやサンタさんへのお願いなど、かわいい

子どもたちの一言を募集します。希望者は早め

にお申し込みください。

◆投稿される方へ　はがきや釆庁などい

　ずれの万法でも構いません。な：お紙上

　匿名は構いませんが、お名前、住所、

電話番号だけは明記してください。

◆送付先　12月10臼固までに企画人事課

広報広聴係（〒948－8501十日町市干歳

　町3－3　智57－3111内線213・214）

　
姉
妹
校
フ
ィ
ル
ツ
ィ
小
学
校
と
の
交
流
を
中
心
に
「
国
際
理
解
教
育
」

を
推
進
し
て
い
ま
す
。
手
紙
や
作
品
交
換
の
ほ
か
に
、
3
年
前
か
ら
は
国

際
交
流
員
ア
ド
ゥ
ア
さ
ん
か
ら
授
業
を
担
当
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
の
興
味
あ
る
内
容
を
学
習
し
、
昨
年
は
「
コ
モ
国
際
サ
ッ
カ
ー
大

会
」
に
招
待
さ
れ
、
忘
れ
ら
れ
な
い
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
体
験
も
で
き
ま
し
た
。

　
今
年
か
ら
は
当
重
茜
さ
ん
を
指
導
者
に
迎
え
、
世
界
の
音
楽
や
楽
し
い

お
話
な
ど
わ
く
わ
く
す
る
授
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
特
に
「
や
ま
び
こ

コ
ン
サ
ー
ト
」
で
は
、
当
重
さ
ん
と
子
ど
も
た
ち
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
一

体
と
な
っ
た
な
ご
や
か
な
触
れ
合
い
が
実
現
し
、
国
際
交
流
が
子
ど
も
を

通
し
て
地
域
に
拡
が
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
コ
モ
と
の
人
間
的
な
お
付
き
合
い
の
発
端
は
、
ま
さ
に
9
歳
の
少
女
か

ら
届
い
た
1
通
の
手
紙
で
し
た
。
お
友
だ
ち
か
ら
十
日
町
の
こ
と
を
知
り

た
い
と
い
う
純
粋
な
好
奇
心
と
小
さ
な
勇
気
の
な
せ
る
業
で
し
た
。

　
書
き
出
し
を
体
裁
良
く
な
ん
て
考
え
る
と
面
倒
臭
く
後
回
し
に
し
た
い

手
紙
で
す
が
、
海
外
の
友
人
は
『
元
気
？
』
の
一
言
を
つ
づ
っ
た
葉
書
を

思
い
出
す
ご
と
に
く
れ
、
受
け
取
る
私
は
心
が
と
て
も
な
ご
み
ま
す
。

　
姉
妹
都
市
も
硬
く
考
え
る
と
形
式
が
先
行
し
が
ち
で
す
。
2
5
年
目
に
し

て
行
き
来
の
機
会
も
増
え
る
と
思
い
ま
す
が
、
気
楽
に
友
だ
ち
を
見
つ
け

る
つ
も
り
で
旅
を
す
れ
ば
楽
し
い
で
し
ょ
う
し
、
ま
た
そ
れ
が
き
っ
か
け

で
い
ろ
い
ろ
な
ご
縁
も
で
き
る
…
と
し
た
ら
何
て
素
敵
な
こ
と
で
し
ょ
う
。

当
重
　
　
茜
さ
ん

　
（
姉
妹
都
市
交
流
協
力
員
）

⑭　　いちぱんいいて

千葉県市川市真間4－4－13－408（泉町出身・62歳）孝さん生越

十一会の屋形船での夜桜観賞（右端が生越さん）

　
昭
和
2
7
年
の
春
、
同
級
生
の
W
君
、
0
君
（
長

工
）
と
小
生
（
長
商
）
の
高
校
受
験
が
終
わ
っ

た
帰
り
道
、
引
率
し
て
く
れ
た
小
生
の
父
に
「
お

前
さ
ん
方
ナ
ジ
ダ
ッ
タ
ネ
」
と
聞
か
れ
、
オ
ラ

○
○
点
く
ら
い
は
と
れ
た
と
思
う
と
言
う
と
、

「
自
分
の
点
数
が
わ
か
る
ん
な
ら
ア
チ
コ
タ
ネ

ゼ
ノ
」
と
言
っ
て
く
れ
た
。
す
る
と
な
ぜ
か
、

す
ー
っ
と
肩
の
重
荷
が
と
れ
笑
顔
が
出
る
。
後

日
メ
デ
タ
シ
合
格
。
ま
た
4
0
年
の
こ
ろ
、
O
君

と
人
形
町
の
鱈
屋
で
旧
交
を
温
め
る
べ
く
一
杯

飲
ん
だ
折
、
上
鮨
を
注
文
。
板
さ
ん
に
「
い
か

が
で
す
か
」
と
聞
か
れ
、
ど
ち
ら
か
ら
と
も
な

く
「
ウ
マ
イ
タ
ッ
テ
、
ウ
マ
イ
タ
ッ
テ
、
ウ
マ

イ
ナ
ン
テ
モ
ン
ジ
ャ
ナ
イ
ネ
」
と
言
っ
た
。
板

さ
ん
「
う
ま
く
な
い
の
」
と
ち
ょ
つ
と
嫌
な
顔
、

慌
て
て
こ
ん
な
う
ま
い
鮨
は
じ
め
て
す
よ
と
、

言
い
直
し
2
人
で
大
笑
い
。
ま
た
、
東
京
山
西

在
職
時
代
の
若
か
り
し
こ
ろ
、
得
意
先
回
り
の

会
話
の
中
で
「
イ
」
と
「
エ
」
の
発
音
区
別
が

ま
ま
な
ら
ず
、
越
後
（
イ
チ
ゴ
）
の
飯
山
線
（
エ

ー
ヤ
マ
セ
ン
）
が
来
た
ぞ
と
随
分
ひ
や
か
さ
れ
、

赤
面
す
る
こ
と
た
び
た
び
。
こ
れ
も
年
と
共
に

気
に
し
な
く
な
り
、
反
対
に
心
通
じ
る
十
一
会

（
十
中
同
期
の
会
）
の
人
た
ち
と
の
集
ま
り
、

「
お
前
さ
ん
マ
メ
ダ
ッ
カ
ネ
」
の
あ
い
さ
つ
で

始
ま
る
飲
み
会
、
「
ハ
チ
ャ
イ
グ
ゼ
ノ
」
で
ス
タ

ー
ト
す
る
ゴ
ル
フ
の
集
ま
り
、
老
い
の
始
ま
っ

た
小
生
に
と
っ
て
本
当
に
か
け
が
え
の
な
い
仲

間
た
ち
で
あ
る
。
こ
れ
ぞ
「
ふ
る
さ
と
標
準
語

万
歳
」
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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コ
モ
市

ア
ル
ベ
ル
ト
・
ボ
ッ
タ
市
長

　今回の「姉妹都市提携25周年」とい

うテーマについて、編集部よりコモ市

の国際交流部局に寄稿のお願いをした

ところ、アルベルト・ボッタ市長より

メッセージをお寄せいただきました。

日ごろから姉妹都市交流に思いを寄せ

る温かな人柄に感謝申し上げ、ここに

市民の皆さんへのメッセージを掲載し

ます。

親愛なる十日町市民の皆様へ

　
こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
皆
様
の
コ
モ
市
へ
の
変
わ
ら
ぬ
サ
ポ
ー
ト
に
対

す
る
心
か
ら
の
感
謝
で
あ
り
ま
す
。
す
べ
て
の
市
民
の
皆
様
、
い
つ
も
両

市
の
友
好
促
進
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
、
よ
り
深
い
友
情
と
、
将
来
に
渡
り
末
永
い
姉
妹
都
市
関
係
を
築

く
こ
と
を
希
望
し
ま
す
。

　
コ
モ
市
が
十
日
町
市
と
姉
妹
都
市
提
携
の
決
定
を
し
た
の
は
、
1
9
7

4
年
1
1
月
1
1
日
の
こ
と
で
し
た
。
そ
し
て
先
月
、
十
日
町
市
民
の
方
々
を

含
む
使
節
団
が
姉
妹
都
市
提
携
2
5
周
年
記
念
式
典
に
参
加
す
る
た
め
コ
モ

市
を
訪
れ
ま
し
た
。
こ
の
重
要
な
訪
問
は
、
こ
れ
ま
で
両
市
間
で
行
わ
れ

て
き
た
数
々
の
足
跡
の
ひ
と
つ
と
し
て
い
つ
ま
で
も
心
に
残
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
西
暦
2
0
0
0
年
に
は
コ
モ
湖
の
ほ
と
り
に
両
市
の
友

好
関
係
2
5
周
年
を
象
徴
す
る
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

大
変
喜
ば
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
わ
が
コ
モ
市
は
こ
の
シ
ン
ボ
ル
を
い
た

だ
く
こ
と
を
誇
り
に
思
う
と
と
も
に
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
人
々
か
ら
愛
さ

れ
、
国
際
的
に
も
注
目
さ
れ
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

　
十
日
町
市
使
節
団
に
は
、
ア
レ
ッ
サ
ン
ド
ロ
・
ボ
ル
タ
の
電
池
発
明
2

0
0
年
記
念
行
事
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
会
議
は
当
市

の
重
要
な
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
、
コ
モ
市
民
を
た
た
え
る
場
で
も
あ
り
ま
す
。

最
後
に
、
社
会
的
、
文
化
的
、
経
済
的
結
び
つ
き
と
い
う
共
通
の
目
標
を

持
て
ば
、
こ
と
ば
の
違
い
は
障
害
で
は
な
い
と
感
じ
、
こ
の
気
持
ち
を
こ

れ
か
ら
も
忘
れ
ず
に
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

．
者
”
新
禿
ツ
㌃
ヴ
ー
4
⑯

灘
讐
灘
雛
鐡

灘
辮

△年の春、大学を卒業してこの会社に入り
7ました。コンピューターのことはまった

く知りませんでしたが、将来有望ではないか

と思ったり、コンピューターのことを知りた

いと思って選びました。会社の仕事はコンピ

ューターのプログラム作成です。入社後半年

を過ぎて、仕事も次第にわかってきて充実し

た毎日を送っています。

趣讐麟離蕪宿嘉鶴薪誌
情や気持ちや行動などトータルなものを、映

像で表現したり、役者に言わせたりすること

つまり映画づくりが好きです。休みには、勉

強を兼ねてビデオで作品鑑賞をしています。

将鷲磁甥漕鋤鴇藤
すること、◇ブラジルで海の家を持つこと、

◇居酒屋の親父をやってみること、などに魅

力を感じています。

※映画の魅力にはまってしまった井口さんの紹介で、

　次回は山田ヒロミさんにバトンタッチ。

　　　　　〆　　　　　り　　　　　ぴメノ　　ぴへ
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東
京
事
務
所

つ鵬
東
京
都
中
央
区
銀
座
4
の
1
0
の
1
2

酔
銀
座
サ
マ
リ
ヤ
ビ
ル
5
階

引
智
0
3
，
3
5
4
6
，
7
2
3
0
（
F
A
X
兼
）

葛
飾
区
産
業
フ
ェ
ア
に

十
日
町
市
か
ら
初
め
て
参
加

　
1
0
月
2
2
日
樹
～
2
4
日
㈲
の
3
日

間
、
か
つ
し
か
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
で

葛
飾
区
産
業
フ
ェ
ア
（
農
業
・
伝

統
産
業
展
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
フ
ェ
ア
は
区
内
の
産
業
振
興

を
は
か
る
た
め
の
物
産
展
示
販
売

会
で
す
。

　
葛
飾
区
と
交
流
の
あ
る
松
之
山

町
は
以
前
か
ら
参
加
し
て
い
ま
し

た
が
、
今
年
か
ら
は
十
日
町
市
も

い
っ
し
ょ
に
参
加
し
、
交
流
の
一

端
を
担
い
ま
し
た
。
大
好
き
十
日

町
会
、
ク
ロ
ス
ー
0
、
高
長
醸
造
、

J
A
十
日
町
か
ら
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
3
日
間
で
3
万
8
千
人
の
入
場

者
が
あ
り
、
味
噌
、
お
酒
、
野
沢

菜
漬
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
、
ズ
イ
キ
等

が
売
れ
筋
で
そ
れ
な
り
の
販
売
成

果
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
1
0
月
2
3
日
G
ゆ
、
浅
草
の
ホ
テ
ル

で
鉢
の
真
生
会
主
催
の
「
全
国
尾

身
サ
ミ
ッ
ト
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
鉢
の
衆
と
鉢
が
ル
ー
ツ
で
尾

身
姓
を
名
乗
る
人
々
六
十
有
余
名

が
全
国
か
ら
集
い
、
盛
大
な
会
で

し
た
。
次
回
は
地
元
鉢
で
行
わ
れ

る
よ
う
で
す
。

　
1
1
月
1
4
日
㈲
に
は
、
六
箇
地
区

出
身
者
の
会
で
あ
る
東
京
六
箇
会

（
桑
原
利
清
会
長
）
の
総
会
が
大

塚
で
開
か
れ
ま
し
た
。
十
日
町
市

か
ら
は
桑
原
市
議
も
駆
け
付
け
、

ほ
く
ほ
く
線
や
国
宝
に
指
定
さ
れ

た
火
焔
型
土
器
の
P
R
を
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
事
務
所
か
ら
は
、
大

好
き
十
日
町
会
へ
の
入
会
、
上
野

公
園
の
花
見
と
塩
之
又
森
林
公
園

の
山
菜
祭
り
へ
の
参
加
等
を
呼
び

掛
け
ま
し
た
。
そ
の
場
で
約
束
を

し
て
下
さ
る
人
も
数
名
お
ら
れ
、

会
員
の
皆
さ
ん
に
は
十
日
町
市
を

よ
り
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
い
た

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

灘
魏
醗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
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相談コーナー

①定例行政相談　　12月10日働

②交通事故相談　　12月13日（月）

③高年齢者職業相談

　毎週月曜日～金曜日

　午前9時～午後4時

　会場：高年齢者職業相談室

④法律相談

　12月9日㈲　桜井陽一弁護士

　12月24日働小林彰弁護士
　午前1時30分～午後4時

　会場：市役所市民相談室

　電話で市民生活課へ要予約。

ヲレ1ホ：灘諺一じス

雷十日町市観光情報

　　　　　　　57。0500
雷くらしのダイヤル

　　025臼285－7000
12〆6～12／13コンピュータ2000年問題

　　　　　と私たちのくらし

12／13～12／20栄養バランスのとれた食

　　　　　生活

12／20～12／27消費生活相談事例

　　　　　　～健康食晶～

12灘’》1勲健康食晶の利網は慎重に

繍

か
け
ま
せ
ん
か

十
日
町
市
民
吹
奏
楽
団

設
立
25
周
年
記
念
演
奏
会

纏
日
時
”
1
2
月
5
日
㈲
午
後
2
時
～
（
1

時
3
0
分
開
場
）
繕
場
所
1
1
市
民
会
館
ホ
ー

ル
猶
指
揮
H
渡
辺
秀
雄
・
亀
貝
隆
灘
入
場

料
H
前
売
7
百
円
、
当
日
8
百
円
、
小
学

生
以
下
無
料
雛
曲
目
H
メ
モ
リ
ー
ズ
・
オ

ブ
ヘ
ン
リ
ー
マ
ン
シ
ー
二
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ

ト
吹
き
の
休
日
ほ
か
獺
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
H

イ
ト
ー
楽
器
、
楽
器
の
オ
ギ
ノ
、
公
民
館

本
館
獺
問
合
せ
H
佐
藤
圭
亮
（
盈
0
9
0

1
1
4
0
3
1
5
3
0
2
）
へ
。

99
デ
ザ
イ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

，

　
き
も
の
を
は
じ
め
、
も
の
づ
く
り
の
大

切
な
要
素
で
あ
る
デ
ザ
イ
ン
を
展
示
・
学

習
す
る
催
し
籔
会
場
U
ク
ロ
ス
ー
0
獲
入
場

料
“
無
料
鐵
内
容
U
【
作
品
展
】
1
1
月
2
7

日
㈹
～
3
0
日
㈹
、
き
も
の
と
お
か
ま
ち
デ

ザ
イ
ン
、
織
人
染
人
展
、
高
等
技
術
者
研

修
作
品
、
絞
り
・
染
織
サ
ー
ク
ル
作
品
展

【
手
織
実
演
指
導
】
n
月
2
7
日
ω
～
3
0
日

㈹
▼
講
師
H
渡
邊
善
平
氏
【
フ
ォ
ー
ラ
ム
】

28
日
㈲
午
後
3
時
～
5
時
▼
内
容
”
基
調

講
演
「
染
織
は
町
の
文
化
！
」
、
田
中
優
子

氏
（
法
大
教
授
）
と
地
元
パ
ネ
ラ
ー
に
よ

る
フ
ォ
ー
ラ
ム
【
講
演
】
2
9
日
㈲
午
後
5

時
3
0
分
～
7
時
▼
講
師
判
山
田
忠
夫
氏

（
京
友
禅
師
）
磁
監
修
1
1
川
本
敦
久
氏
（
金

沢
美
術
工
芸
大
教
授
）
灘
問
合
せ
”
ク
ロ

ス
ー
0
（
智
5
7
1
2
3
2
3
）
へ
。

第
1
6
回
民
謡
舞
踊
大
競
演

う
た
と
お
ど
り
の
祭
典

　
市
内
の
民
謡
・
舞
踊
団
体
が
一
堂
に
会

し
唄
と
踊
り
を
披
露
し
ま
す
。
特
別
ゲ
ス

ト
は
阿
波
踊
り
の
四
宮
生
重
郎
氏
獺
日

時
“
1
2
月
5
日
㈲
午
前
8
時
4
5
分
～
午
後

5
時
雛
場
所
H
ク
ロ
ス
ー
0
籔
入
場
料
H

1
、
3
0
0
円
（
当
日
1
、
5
0
0
円
）

籔
問
合
せ
H
宮
沢
政
信
（
費
5

8
1
3
0
8

9
）
へ
。

第
1
0
回
十
目
町
市
芸
術
協
会

　
　
チ
ャ
リ
テ
ィ
展
覧
会

　
ア
ー
ト
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、

市
民
の
た
め
の
美
術
館
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
建

設
を
目
的
と
し
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
展
覧
会
を

開
催
磁
日
時
H
1
2
月
4
日
ω
・
5
日
㈲
午

前
9
時
～
午
後
9
時
（
5
日
は
5
時
ま
で
）

灘
場
所
H
公
民
館
本
館
灘
内
容
口
会
員
が

制
作
し
た
小
作
品
の
展
示
・
販
売
纐
問
合

せ
”
斎
木
文
夫
（
智
5
0
1
5
1
0
0
）
へ
。

自
然
写
真
集
団

「
四
季
」
1
5
周
年
記
念
展

簗
日
時
H
1
1
月
2
6
日
働
～
2
8
日
㈲
午
前
9

時
～
午
後
9
時
3
0
分
（
た
だ
し
2
8
日
は
午

後
5
時
ま
で
）
獺
場
所
U
公
民
館
本
館
ギ

ャ
ラ
リ
ー
繊
入
場
料
H
無
料
磁
問
合
せ
“

宮
澤
健
二
（
智
5
8
1
2
9
6
5
）
へ
。

お
も
ち
ゃ
図
書
館

　
お
子
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
遊
び
に
来
ま

せ
ん
か
。
子
育
て
の
悩
み
も
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
籔
日
時
”
1
2
月
2
日
㈲
・

　
　
　
ぎ
ア

．
欝
謬

　
麹
　
　
簸
．

灘
『

　
　
覇
鰹

謬
鑓
懸

　
　
灘
難
愚
、

コ
ー
コ
ー

ほ
く
ほ
く
線
⑫

12

月
の

ほ
く
ほ
く
線
沿
線
情
報

〈
き
よ
し
こ
の
夜
の
里
コ
ン
サ
ー
ト
〉

▼
1
2
月
1
2
日
㈲
午
後
2
時
～
▼
新
堀
芸
術
学
院
メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル
▼
ほ

く
ほ
く
大
島
駅
か
ら
徒
歩
1
5
分
▼
手
づ
く
り
の
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
が
輝
く
木

造
ホ
ー
ル
と
、
温
か
い
音
楽
が
あ
な
た
を
包
み
ま
す
。
「
ジ
ン
グ
ル
ベ
ル
」

「
聖
夜
」
「
ペ
チ
カ
」
な
ど
、
お
な
じ
み
の
曲
が
楽
し
い
お
話
を
交
え
な
が

ら
演
奏
さ
れ
ま
す
▼
大
人
2
千
5
百
円
、
学
生
千
5
百
円
▼
新
堀
芸
術
学

院
（
智
0
2
5
5
9
－
4
－
3
4
4
4
）

〈
井
上
靖
著
「
額
田
女
王
」
挿
絵
原
画
展
〉

▼
1
2
月
2
3
日
㈲
～
1
月
1
6
日
㈲
▼
雁
木
通
り
美
術
館
▼
高
田
駅
か
ら
徒
歩

5
分
▼
日
本
画
家
上
村
松
篁
が
井
上
靖
の
依
頼
を
受
け
て
制
作
し
た
挿
絵

原
画
1
2
4
点
と
画
集
扉
絵
8
点
を
展
示
し
、
作
品
を
と
お
し
て
「
万
葉

の
世
界
」
を
紹
介
し
ま
す
▼
一
般
5
百
円
、
小
中
高
生
2
百
5
0
円
▼
雁
木
通

り
美
術
館
（
智
0
2
5
5
1
2
5
1
6
2
5
5
）

〈
ほ
く
ほ
く
線
沿
線
情
報
誌
『
ほ
っ
く
ほ
く
」
第
8
号
発
行
〉

▼
大
島
村
の
ほ
と
ん
ど
の
料
理
店
で
フ
グ
料
理
が
味
わ
え
る
理
由
や
、
各

地
で
行
わ
れ
る
雪
ま
つ
り
情
報

な
ど
、
沿
線
1
8
市
町
村
の
冬
の

情
報
が
満
載
で
す
。
市
役
所
・

ほ
っ
く
ほ
く
何
で
も
案
内
所
・

ク
ロ
ス
ー
0
・
博
物
館
な
ど
で
無

料
配
布
し
て
い
ま
す
▼
商
工
観

光
課
（
智
5
7
1
3
1
1
1
）

　　　　　　　　　雛

　　　　　灘
　　　縷
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16
日
㈲
午
前
9
時
3
0
分
～
n
時
3
0
分
雛
場

所
H
青
少
年
ホ
ー
ム
獲
問
合
せ
目
健
康
福

祉
課
児
童
家
庭
係
へ
。

12

月
の
な
か
よ
し
ラ
ン
ド

　
親
と
子
（
3
歳
未
満
児
）
の
触
れ
合
い

の
場
を
提
供
し
ま
す
。
雛
日
時
H
1
2
月
7

日
㈹
・
1
4
日
㈹
・
2
1
日
㈹
午
前
1
0
時
～
1
1

時
雛
場
所
H
市
民
体
育
館
籔
申
込
み
・
間

合
せ
口
公
民
館
本
館
（
5
7
1
5
0
1
1
）

へ
。
※
1
4
日
は
和
田
敬
子
先
生
を
迎
え
ま

す
。毒

加
し
ま
せ
ん
か

澱市
民
書
初
め
大
会

獲
日
時
H
1
月
1
6
日
㈲
午
後
0
時
3
0
分
～

3
時
3
0
分
撚
場
所
日
ク
ロ
ス
ー
0
灘
参
加
費

”
一
般
千
円
、
高
校
生
・
小
中
学
生
日
5

百
円
雛
主
催
H
十
日
町
市
書
道
協
会
獺
申

込
み
H
1
2
月
2
0
日
㈲
ま
で
に
申
込
書
を
提

出
籔
問
合
せ
H
田
中
澄
雄
（
費
0
9
0
1

3
6
4
5
1
2
2
5
0
）
へ
。

第
2
1
回
新
雪
マ
ラ
ソ
ン

　
2
0
0
0
年
の
幕
開
け
に
、
新
雪
を
駆

け
ぬ
け
よ
う
！
灘
日
時
月
1
月
2
日
㈲
午

前
8
時
3
0
分
～
受
付
獲
集
合
場
所
H
十
日

町
中
学
校
綴
種
目
”
3
㎞
・
5
㎞
・
1
0
㎞
・

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
％
参
加
資
格
“
性
別
・

年
齢
制
限
な
し
雛
参
加
費
H
一
般
2
千
円
、

高
校
生
以
下
千
円
獲
主
催
目
十
日
町
市
新

座
地
区
体
育
協
会
纏
申
込
み
H
1
2
月
1
0
日

働
ま
で
に
申
込
用
紙
・
住
所
氏
名
を
明
記

し
た
返
信
用
は
が
き
・
参
加
費
を
総
合
体

育
館
に
持
参
ま
た
は
郵
送
（
小
為
替
・
現

金
書
留
）
※
申
込
用
紙
は
総
合
体
育
館
に

あ
り
ま
す
。
郵
送
の
場
合
当
日
消
印
有
効

籔
間
合
せ
”
総
合
体
育
館
（
智
5
2
1
4
3

7
7
）
へ
。

ジ
ュ
ニ
ア
サ
ッ
カ
ー
教
室

籔
期
問
H
1
2
月
5
日
・
1
2
日
・
1
9
日
、
1

月
9
日
・
1
6
日
の
各
日
曜
日
午
前
9
時
3
0

分
～
正
午
雛
場
所
H
総
合
体
育
館
屋
内
運

動
場
灘
対
象
ロ
小
中
学
生
（
男
女
）
籔
参

加
費
判
千
円
（
全
期
日
の
保
険
料
含
、
納

入
は
随
時
受
付
）
雛
申
込
み
H
1
2
月
3
日

働
ま
で
に
十
日
町
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
事
務

局
庭
野
和
浩
（
智
5
7
－
8
3
5
7
）
へ
。

籔
各
自
で
用
意
す
る
も
の
H
ボ
ー
ル
・
内

ば
き
シ
ュ
ー
ズ
・
着
替
え

◆
観
光
土
産
品
コ
ン
ク
ー
ル

　
十
日
町
ら
し
さ
の
あ
る
、
優
れ
た
観
光

土
産
品
の
開
発
を
進
め
る
こ
と
を
目
的
に

「
第
5
回
十
日
町
市
観
光
土
産
品
コ
ン
ク

ー
ル
」
を
開
催
し
ま
す
。
働
応
募
”
1
2
年

1
月
2
5
日
㈹
ま
で
に
応
募
票
を
観
光
協
会

（
市
役
所
内
）
に
提
出
。
（
応
募
票
は
観
光

協
会
に
配
置
。
商
品
搬
入
は
後
日
）
働
応

募
資
格
”
十
日
町
圏
域
6
市
町
村
内
に
所

在
す
る
企
業
・
団
体
グ
ル
ー
プ
と
同
圏
域

に
在
住
ま
た
は
通
勤
す
る
個
人
磁
出
品
規

定
”
▼
出
品
料
無
料
▼
応
募
点
数
制
限
な

し
▼
試
作
品
の
応
募
も
可
▼
部
門
は
第
1

部
（
食
品
の
部
）
と
第
2
部
（
食
品
以
外

の
部
）
が
あ
り
ま
す
。
吻
問
合
せ
”
十
日

町
市
観
光
協
会
（
暦
57

－
3
3
4
5
）
へ
。

◆
公
営
住
宅
入
居
者
募
集

⑫
募
集
住
宅
”
①
谷
丑
内
市
営
住
宅
1
戸

②
田
川
市
営
住
宅
－
戸
⑫
構
造
・
問
取
り

”
①
平
成
元
年
度
建
設
、
中
層
耐
火
構
造

3
階
建
、
6
畳
×
2
、
5
畳
×
1
、
D
K

②
昭
和
5
3
年
度
建
設
、
中
層
耐
火
構
造
3

階
建
、
6
畳
×
2
、
5
畳
×
1
、
D
K
⑫

家
賃
”
①
1
9
、
3
0
0
円
～
4
2
、
4

0
0
円
②
1
6
、
0
0
0
円
～
3
5
、
1

0
0
円
纏
申
込
み
・
間
合
せ
”
1
2
月
9
日

㈲
ま
で
に
建
設
課
建
築
住
宅
係
へ
。
※
収

入
限
度
額
な
ど
申
込
条
件
が
あ
り
ま
す
。

◆
定
例
社
会
保
険
相
談
所

　
六
日
町
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
年
金

や
健
康
保
険
に
つ
い
て
の
相
談
を
無
料
で

お
受
け
す
る
「
定
例
社
会
保
険
相
談
所
」

を
毎
月
第
2
・
第
4
木
曜
日
の
午
前
1
0
時

～
午
後
3
時
に
ク
ロ
ス
ー
0
で
開
催
し
て
い

⑫

広
が
れ
交
流
の
輪

合
同
文
化
祭
『
み
つ
ば
祭
」

　
1
1
月
6
日
G
b
、
な
ご
み
の
家
、

エ
ン
ゼ
ル
妻
有
と
身
体
障
害
者
福

祉
セ
ン
タ
ー
の
3
施
設
が
協
力
し
、

初
め
て
の
合
同
文
化
祭
が
開
か
れ

ま
し
た
。

　
合
同
文
化
祭
が
障
害
者
等
に
よ

る
交
流
の
拠
点
と
な
る
よ
う
、
各

施
設
の
利
用
者
に
名
称
を
募
集
し

ま
し
た
。
応
募
の
中
か
ら
エ
ン
ゼ

ル
妻
有
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
富
井

孝
三
さ
ん
が
考
え
た
「
み
つ
ば
祭
」

が
選
ば
れ
、
開
会
式
で
披
露
さ
れ

ま
し
た
。

「
み
つ
ば
」
に
は
、
3
つ
の
施
設

が
こ
の
地
域
で
手
を
取
り
合
っ
て

さ
ま
ざ
ま
な
行
事
を
い
っ
し
ょ
に

取
り
組
み
た
い
と
い
う
、
意
味
が

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
＼

　
＼医、

鷺

　
　
鑑

鉱
碗

　
当
日
は
、
利
用
者
が
制
作
し
た

作
品
の
展
示
、
バ
ザ
ー
、
絵
手
紙

な
ど
の
体
験
コ
ー
ナ
i
、
芸
能
発

表
な
ど
の
催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
各
施
設
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
皆
さ
ん
や
城
之
古
の
皆
さ
ん
か

ら
バ
ザ
ー
製
品
や
秋
野
菜
の
販
売

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
重
茜
さ
ん
、
半
間
正
さ
ん
の
友

情
出
演
、
南
中
学
校
P
T
A
の
皆

さ
ん
に
よ
る
歌
の
披
露
や
仙
田
小

学
校
の
皆
さ
ん
に
よ
る
樽
太
鼓
の

演
奏
も
行
わ
れ
、
会
場
を
訪
れ
た

人
た
ち
や
各
施
設
の
利
用
者
は
秋

晴
れ
の
一
日
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
今
後
、
障
害
者
3
施
設
が
地
域

に
根
ざ
し
た
活
動
を
行
っ
て
い
く

た
め
に
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
”
な
ご
み
の
家

（
盈
52
1
5
2
1
2
）
、
エ
ン
ゼ
ル

妻
有
（
盈
5
2
1
0
0
5
0
）
、
十
日

町
市
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
i

（
盈
5
7
－
9
4
3
8
）
へ
。

齢

樽太鼓の演奏に聴き入る利用者
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ま
す
。
た
だ
し
1
2
月
は
祝
日
の
関
係
か
ら

9
日
㈲
と
2
4
日
㈹
に
開
催
し
ま
す
。
の
問

合
せ
”
六
日
町
社
会
保
険
事
務
所

2
5
7
1
7
0
－
2
2
1
1
）
へ
。

（
智
o

◆
不
起
訴
処
分
の
審
査
申
し
立
て

　
交
通
事
故
・
傷
害
・
詐
欺
な
ど
の
被
害

に
あ
い
、
犯
人
の
処
罰
を
警
察
官
や
検
察

官
に
求
め
た
が
、
検
察
官
は
不
起
訴
処
分

に
し
て
し
ま
っ
た
。
ど
う
し
て
も
納
得
で

き
な
い
。
そ
ん
な
と
き
は
検
察
審
査
会
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
検
察
審
査
会
で
は

不
起
訴
処
分
に
誤
り
が
な
か
っ
た
か
を
審

査
し
て
、
審
査
結
果
に
よ
っ
て
は
不
起
訴

処
分
の
見
直
し
を
求
め
ま
す
。
⑫
申
込
み

“
長
岡
検
察
審
査
会
事
務
局
（
智
0
2
5

8
1
3
5
1
2
1
4
1
）
へ
。

◆
特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

　
新
潟
地
方
法
務
局
十
日
町
支
局
と
十
日

町
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
で
は
、
人
権
侵

害
や
い
じ
め
な
ど
で
悩
ん
で
い
る
人
の
相

談
に
応
じ
る
、
特
設
人
権
相
談
所
を
開
設

し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
の
で
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
⑦
目
時
”
1
2
月
7
日
㈹
午
後
1
時
～

4
時
②
場
所
”
十
日
町
合
同
庁
舎
（
シ
ル

ク
モ
ー
ル
と
な
り
、
法
務
局
・
十
日
町
税

務
署
合
同
庁
舎
1
階
）
⑫
問
合
せ
”
新
潟

地
方
法
務
局
十
日
町
支
局
（
費
5

2
1
2
5

7
5
）
へ
。

※
事
前
申
込
み
不
要

◆
犬
の
放
し
飼
い
を
や
め
て
！

　
最
近
、
栄
橋
や
妻
有
大
橋
の
た
も
と
や

河
川
敷
で
リ
ー
ド
（
引
き
綱
）
を
は
ず
し

て
犬
を
遊
ば
せ
る
飼
い
主
が
見
ら
れ
ま
す
。

す
で
に
先
月
に
は
川
西
町
民
が
下
条
の
河

川
敷
で
犬
に
噛
ま
れ
大
ケ
ガ
を
し
て
い
ま

す
。
人
の
集
ま
る
場
所
で
リ
ー
ド
を
は
ず

し
て
犬
を
遊
ば
せ
る
の
は
大
事
故
に
つ
な

が
る
危
険
な
行
為
で
す
。
絶
対
に
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。

霧ス　
　
　
ポ
ー
ツ
・

　
　
　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

◆
総
合
体
育
館
定
期
休
館
日
の
お
知
ら
せ

　
十
日
町
市
総
合
体
育
館
で
は
、
1
1
月
か

ら
毎
月
第
1
週
、
第
3
週
、
第
5
週
の
火

曜
日
を
定
期
休
館
日
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
管
内
施
設
・
機
器
の
点
検
に
万
全

を
尽
く
し
、
今
後
も
安
全
で
よ
り
良
い
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
を
続
け
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　　飲酒運転を追放しましょう

　十日町署管内では、平成11年10月末現在10

件の飲酒運転による人身事故が発生していま

す。特にこれからの時期は、忘年会などでお

酒を飲む機会も増え、飲酒運転による事故が

多発する可能性があります。

　死亡事故等の重大事故につながる飲酒運転

を家庭・職場・地域ぐるみで追放しましょう。

●飲酒運転

　　「自転車だからいいだ

　ろう」と思っていません

か。自転車の酔っ払い運

転も立派な違反です。

◆お知らせ　　　　　　　”“

　11月1日より走行中の携帯電話などの使用

が原則禁止になりました。運転中は、電源を

切るか、ドライブモードにするようにしま

しょう。また、走行中のカーナビやテレビの

注視も禁止行為となりました。車を停車して

確認するか、音声案内を活用しましょう。

罰則等

　罰　則…3か月以下の懲役または5万円以

　　　　　下の罰金

　反則金…大型12，000円、普通9，000円

　　　　　二輪7，000円、原付6，000円

　違反点…2点

市内の10月中の交通事故発生状況　（）累計

年 発生件数 負傷者数 死者数 物件事故数

11年 23（199） 30（262） 0（1） 35（504）

10年 21（202） 26（231） 0（3） 42（467）

　●

冬
こ
そ
体
育
館
で

　
　
　
　
い
い
汗
を
流
そ
う

　
総
合
体
育
館
・
市
民
体
育
館
で
は
冬

期
間
の
健
康
体
力
づ
く
り
に
役
立
つ
よ

う
、
左
表
の
よ
う
に
夜
間
も
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
す
。
特
に
、
総
合
体
育
館
の

屋
内
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、
屋
外
が
使
え
な

い
冬
で
も
安
心
し
て
野
球
や
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
、
サ
ッ
カ
ー
な
ど
が
楽
し
め
る
よ

う
人
工
芝
や
暖
房
施
設
が
完
備
さ
れ
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

総合体育館・市民体育館夜間利用一覧表
　　　（平成H年12月～12年3月）

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
無
料
体
験

　
総
合
体
育
館
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
で
は

ま
だ
利
用
し
た
こ
と
の
な
い
人
の
た
め

に
、
1
2
月
2
7
日
㈲
ま
で
「
無
料
体
験
登

録
講
習
会
」
を
実
施
中
で
す
。
だ
れ
で

も
で
き
る
「
体
な
ら
し
メ
ニ
ュ
ー
」
を

説
明
す
る
の
で
、
や
せ
た
い
人
や
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
方
法
が
よ
く
分
か
ら
な
い
人

に
最
適
で
す
。
■
申
込
み
H
総
合
体
育

館
へ
。
（
要
予
約
・
定
員
制
）
※
火
曜
日

は
第
2
第
4
週
の
み
実
施
。

曜圏 開始時間

鎌祝日 15：30～

月 15：30～

火 20：00～

水 10：30～

木 14＝00～

金 10：30～

塗
14：00～

18＝30～

時間は60分間

屋
外
体
育
施
設
の
閉
場

塗
羅

専
用
使
用

、
専
用
使
用

灘
…
難

金

専
用
使
用

専
用
使
用
㎜

専
用
使
用
『

木
．

『
エ
ア
ロ
ビ

専
用
使
用

専
用
使
用

専
用
使
用

ク
ス
教
室

水
ギ

専
用
使
用
ソ
フ
六
レ
ー
教
室
…

『
讐
用
使
用

爽

専
用
使
用

専
用
使
用

専
用
使
用

専
用
使
用

専
用
使
用

日
緋
隙

㌔
㎜
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
教
室
帽

糠
㎜
鑛

織
㎜
㎜
㎜
㎜
…
冨
霧

臼

午
後
5
時
閉
館

午
後
5
時
閉
館

0
　
　
　
　
0

3
　
　
　
　
つ
》

r
D
～
7

M
　
　
M

P
　
　
　
P

0
　
　
　
　
0

3
　
　
　
　
3

7
　
～
9

M
　
　
　
M

P
　
　
　
P

0
　
　
　
　
0

3
　
　
　
つ
」

【
」
～
7

M
　
　
M

P
　
　
　
P

0
　
　
　
　
　
0

3
　
　
　
　
3

ア
　
～
Q
ゾ

M
　
　
　
M

P
　
　
　
P

ア
リ
ー
ナ

屋
内
グ
ラ
ウ
ン
ド

総
　
合
　
体
　
育
　
館

　
冬
囲
い
の
た
め
、
n
月
2
1
日
㈲
を
も

っ
て
屋
外
体
育
施
設
を
閉
場
し
ま
し

た
。
た
だ
し
降
雪
状
況
な
ど
で
利
用
が

一
部
許
可
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
ゆ
　
　
ロ

　
　
土
灘
黎
篠
　
　
繋
魏
獲
　
　
凱
煎
す
　
o

　
　
　
　
鞠
繋
灘
籔
　
　
鑛
灘
灘
ま
だ
ま
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
く
き

　
　
金
霧
ー
　
霧
ー
　
で
約
で
の

　
　
　
　
轍
ー
灘
　
雛
ー
繊
彌
3
凋
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ネ
に
わ
　
り
り

　
　
　
簗
　
繋
纂
　
繋
も
め
で
4

　
　
木
嚢
諺
難
箋
霧
慧
券
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
す
用
5

　
　
水
懸
穣
灘
購
．
撚
撚
霧
鎌
鷺
謙
俗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
券
用
施

火
鱒
専
用
使
用
難
舗

　
　
月
繋
嚢
霧
霧
認
霧
引
鞭
庫
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
処
路
合

　
　
臼
午
後
5
時
閉
館
　
潮
ザ
旋
総

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
放
や
ン

　
　
　
瀦
器
轡
せ

　
　
　
P
P
P
P
諮
．
」
合

　
　
　
　
ア
リ
ー
ナ
園
靡
問

　
　
　
　
市
民
体
育
館
　
　
※
※
※
■

プ6
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『
愛
の
献
血
』
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
協
力
く
だ
さ
い

亀
建
’

働、鑑鎌麟、贈、勅．織月本一の甑師づくり

　
今
年
4
月
か
ら
、
輸
血
用
血
液
の
安
全
性
を
高
め
る
た
め
に
、
受
付
時
に
お
け
る
献
血

協
力
者
に
対
す
る
確
認
業
務
の
方
法
が
一
部
変
わ
り
ま
し
た
。

①
献
血
手
帳
に
必
要
項
目
（
カ
タ
カ
ナ
名
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
性
別
・
住
所
・
電
話
番

　
号
の
6
項
目
）
が
記
入
さ
れ
て
い
る
か
を
確
認
し
ま
す
。
献
血
手
帳
を
お
持
ち
の
人
は

　
確
実
に
記
入
を
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

②
は
じ
め
て
献
血
を
す
る
人
、
献
血
手
帳
を
忘
れ
て
き
た
人
、
献
血
手
帳
が
あ
っ
て
も
2

　
年
以
上
献
血
の
経
験
が
な
い
人
は
、
よ
り
安
全
性
の
高
い
輸
血
用
血
液
を
確
保
す
る
た

　
め
の
確
認
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
献
血
手
帳
を
お
持
ち
の
人
は
忘
れ
ず
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

③
献
血
申
込
書
に
記
入
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
（
従
来
の
手
続
き
と
同
じ
）

　
一
連
の
手
続
き
を
経
て
、
献
血
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
従
来
に
比
べ
、

少
し
時
間
を
要
し
ま
す
が
、
よ
り
安
全
な
輸
血
用
血
液
を
確
保
す
る
た
め
に
、
な
に
と
ぞ

ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
長
岡
き
た
ま
ち
献
血
ル
ー
ム
は

　
　
　
1
2
月
か
ら
毎
日
オ
ー
プ
ン
し
ま
す

　
長
岡
市
喜
多
町
に
あ
る
献
血
ル
ー
ム
は

12

月
か
ら
大
晦
日
と
元
日
を
除
い
て
毎
日

オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
献
血
に
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
後
受
付
時
間
H
午
前
9

時
3
0
分
～
午
後
5
時
⑫
お
願
い
U
成
分
献

血
は
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。
予
約
専
用

電
話
（
0
2
5
8
i
2
9
－
2
3
5
0
）
へ
。

⑫
所
在
地
”
長
岡
市
喜
多
町
1
1
1
3

（
ヨ
ネ
ッ
ク
ス
付
近
）

◆
心
の
健
康
相
談

⑫
日
時
H
1
2
月
14
日
㈹
午
後
1
時
3
0
分
～

3
時
⑫
場
所
H
十
日
町
保
健
所
⑫
担
当
医

“
山
下
医
師
（
中
条
第
二
病
院
）
⑫
問
合

せ
H
十
日
町
保
健
所
（
費
5
7
1
2
4
0
0
）

ま
た
は
健
康
福
祉
課
健
康
増
進
係
へ
。

甲12月の休日救急医

5日（日）

田中外科医院（田中町本通り）姪52－2403

12日（日〉

第二藤巻医院（川西町）費68－2018

津南病院（津南町）盈65－3161
19日（日〉

大熊内科医院（山本1）費52－7066

23目㈱天皇誕生日

中条病院（北　原）盈57－3018
26日（日）

大島医院（川原町）盈52－2957

29日㈱

庭野医院（寿町4）姪52－2711
30日（木）

山口医院（袋町中）盈52－2174

31日㈹

田中外科医院（田中町本通り）a52－2403

むし歯のないよい歯の子

10月の3歳児健康診査を受けた子33名

住所保護者
（四日町中原）勝

（錦町1）徹
（小泉第1）貴之

（四日町新田2）信和

（漉　野）勝
（北新田2）和樹

（錦町1丁目）　敦

（蟹　沢）英一
（新座第1）義　則
　　　しん　そう
（三和町〉襯聰

（若宮町）和彦
（中条旭町）滋　人

（稲　　葉）義　昭

子
饗
．
桜
．
衣
脇
悠
磨
．
也
太
樹
菜
．
香
矢
子
義

の
　
　
み
美
ゆ
結
　
　
拓
助
侑
翔
大
春
ゆ
結
力
陽
将

歯

い
熊
川
　
　
口
村
林
落
山
山
田
木
玉

よ

　
大
春
柳
宮
関
野
小
水
村
村
池
藤
児

12月の乳幼児健康診査

事業名 期日 受付時間 対象児

3歳児健診
騰誓児〕

15日

体）

午後1時

～1時45分

8年6月
生まれの幼児

1歳6か月児

健　　　診

9日

休）

午後1時

～1時45分

10年6月

生まれの幼児

4か月児健診

　ならびに

育児学級

22日
（水）

午後1時

～1時30分

11年8月

生まれの乳児

10か月児
身体測定

21日（火）
午前9時15分

　～10時

11年2月
生まれの乳児

麟犠希〕

　　　　　会場は保健センターです

※1歳6か月児、3歳児健診の幼児は、歯科健診があり
　ますので、歯をきれいにみがいて来てください。（3歳
　児時健診は尿検査もあります）
※4か月児健診に来られない人‘よ小児がん（神経芽細
胞腫）尿検査セット・乳児一般健康診査受診票を健康
福祉課に取りに来てください。

※平成8年7月生まれの幼児の保護者へ
　3歳児健康診査では視聴覚検査を実施します。1月の
健診対象者に検査セットを送付しますので、12月15日

　を過ぎても届かない人は、健康福祉課保健予防係まで
連絡してください。

12月の健康相談

会　　場 期　日 時　　　間

保健センター 6・13・20・27帽） 午前9時～11時30分

川治地区公民館
14日（幻

午前9時～11時30分

北 和　会 館 午後1時30分～4時

就業改善センター
16日（木》

午前9時～11時30分

吉1田集会所 午後1時30分～4時

飛渡地区公民館 16日休） 午前9時～11時30分

羽 根　川 “
斗士

17日㈹

午前9時～11時30分

水沢地区公民館 午前9時～11時30分

平 成 園 午後1時30分～4時

中条地区公民館

24日㈹

午前9時～11時30分

北原集落センター 午後1時30分～4時

下条地区公民館 午前9時～11時30分

上新田公民館 午後1時30分～4時

※血圧が心配、食事療法を知りたい、心に悩みがあるな
　どの人は、どうぞご相談を！
※健康手帳をお持ちの人はご持参ください。

12月の献血車
◆全身献血　5日（日）（終日）シルクモール

　　　　　　12日（日）（終日）妻有ショッピングセンター

＊受付時間　午前10時～正午、午後1時～3時

＊12月の成分献血は、都合により中止させてい

　ただきます。
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タジオ等で研修を重ねるなど、とても興味深く充実した学

生生活だそうです。

　ほかの都市にも滞在した根津さんから見たコモの印象は、

「外部の人に対して最初は閉鎖的だが、慣れると家族のよ

うに長く付き合うことができる」というものです。「国際化

の時代に、互いの伝統を大切にしたうえでの交流が求めら

れています。交流を単なる観光に終わらせることなく、情

報交換をし、理解を深めることが重要です。若者の交換留

学も盛んにやってほしい」と述べています。コモで学んだ

経験が今の仕事に大いに生かされている根津さんからの、

実感のこもったコメントでした。

　　　　　　　　　　もとき
　市内稲荷町出身の根津企樹さんは、主にネクタイを取り

扱う株式会社クラヴァッテリアN　S　N（本社京都）の東京

店に勤務し、月に2回は出張で京都を往復する忙しい日々

を送っています。

　92年から約5年間のイタリア生活の中で、コモの繊維学

校に3年間在籍した経歴をお持ちです。繊維学校での最初

の驚きは学費が安いのに、構内の設備がすばらしいことで

した。コモの企業が今後を担う若者に期待を込め、機械な

どをすべて提供していることが理由です。教育は教えると

いうより、自由や個性を尊重する方針で、さまざまな表現

やアピールを目のあたりにし、学校以外でも、デザインス

スク

地域素材を文化祭で劇発表

　～鶴沼地の由来～

　　　名ヶ山小学校

茄．44

こ
の
春
か
ら
、
自
分
た
ち
の
住
ん

で
い
る
地
城
を
も
っ
と
知
ろ
う
と
、

学
習
を
進
め
て
い
ま
す
。
昔
の
道
に

つ
い
て
調
べ
る
子
、
「
親
抱
き
松
」
の

言
い
伝
え
を
紙
芝
居
に
表
す
子
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
興
味
を
示
し
ま

し
た
。
地
域
の
人
に
話
を
聞
い
た
り
、

本
で
調
べ
た
り
し
て
、
自
分
な
り
の

課
題
を
ま
と
め
あ
げ
ま
し
た
。
地
域

の
す
ば
ら
し
さ
を
再
発
見
で
き
た
1

学
期
の
学
習
で
し
た
。

2
学
期
は
、
そ
の
中
か
ら
「
鶴
沼

池
の
由
来
」
を
文
化
祭
で
劇
と
し
て

発
表
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
地
域

の
人
の
お
話
を
も
と
に
、
高
学
年
児

童
で
セ
リ
フ
を
考
え
ま
し
た
。
「
こ
こ

は
、
こ
う
し
よ
う
。
」
と
、
と
て
も
意

欲
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
名
ヶ
山
自
慢
の
鶴
沼
池
の
こ
と

を
劇
に
す
る
喜
び
も
感
じ
ら
れ
ま
し

た
。
文
化
祭
当
日
、
大
き
な
拍
手
を

も
ら
い
満
足
、
満
足
…
…
◎

全
校
児
童
6
人
し
か
い
な
い
小
さ

な
学
校
で
す
が
、
故
郷
を
思
う
心
温

か
な
子
供
た
ち
は
、
仲
良
く
学
校
生

活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

現在授業中。
　　　　総合マクト
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ヒ
ヤ
ミ
で

市の木

「きりJ

　市の花

「山つつじJ

十日町市民の願い

雪
の
国
の
き
も
の
の
町
で

今
日
よ
り
す
ぱ
ら
し
い

明
日
を
夢
み
て

今
日
に
限
り
な
い

感
謝
を
さ
さ
げ

今
日
を
人
々
の
た
め
に

働
け
る
こ
と
を

念
じ
て
や
ま
な
い

一
一
一
畠
一
一

二三

、麟鶏

電気器具は説明書をよく読んで
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